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平成9年 8月 1日 (金 )～ 8月 6日 (水 )
西山公園体育館・京都府立乙訓高等学校体育館 ,京都府立西乙訓高等学校体育館

長岡京市立長岡中学校体育館・長岡京市立長岡第三中学校体育館
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全国高等学校体育連盟。(財 )日本バドミントン協会

都府。京都府教育委員会・長岡京市・長岡京市教育委員会

部省。(財 )日本体育協会。NHK・ (財 )京都府体育協会。(財 )長岡京市体育協会

国高等学校体育連盟バドミントン専門部

都府高等学校体育連盟・京都府バドミントン協会
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高体連マーク

このマークは、若人の力と技と明朗な精神を表徴するものである。

マークを構成している三つのKは、次の ドイツ語の頭文字をとったもので、若
人の情熱を示す紅色によって浮き出され、高体連のシンボルマークとされている。

KRAFT   KUNST   KLARHEIT
力       技      明朗な精神

競技は力であり、進歩は技の練磨にまつ、競技者はこれをつつむに明朗な精神

をもってせねばならない。

シンポルマーク

米津 奈保美 (府 立亀岡高等学校 3年 )

作者の意図

大会と大会に関わった人々が、京都の地で未来に向かって伸びてい く姿と、

スポーツの持つスピー ド感や躍動感、参加者の情熱をKYOTOの 「 K」 と、
大会の開催 される 9年度の「 9」 を使って簡潔に表現 した。

京都総体テ ー マ

吉田 圭一 (府 立久美浜高等学校 1年 )

作者の意図

「 京都」の言葉には、 先人の築かれた京都府 の歴史、伝統、創造性 が込め ら

れてお り、簡潔 な表現 に した。

よしだ   けいいら

瑕L itolし 君9チ〕,え 君01千
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ス ローガ ン

悠里 (府 立北嵯峨高等学校 2年 )
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京都府高等学校体育連盟

会 長  村 上 知 生

厳 しい予選を勝ち抜いた全国の精鋭を多数お迎えし、平成 9年度全国高

等学校総合体育大会は、 8月 1日 の総合開会式を皮切 りに、京都府下 35
市町村の会場で熱戦の火蓋が切って落され、 8月 24日 のヨット競技を最
後に幕を閉 じました。「風にのれ 君の声援 君の汗」のスローガンのも
と、「京都総体」から新 しく加わった、なびなた競技を含め 28競技にわ
たって青春の熱い戦いが繰 り広げられた本大会は、多 くの人々に勇気と感

動を与え、盛会にうちに無事終了することができました。

これもひとえに、京都府、京都府教育委員会、会場地市町村をはじめ関

係機関 。団体及び府民の皆様の温かい御指導と御支援、御協力の賜物であ

り、心から感謝いたしますとともに厚 くお礼申し上げます。

「京都総体」に参加された選手の皆さんは、 21世紀を担 う若者 らしく
自己の持てる力を存分に発揮 し、ひたむ

`き
な競技態度と厳 しい戦いをとお

して、全国の仲間との幅広い交流と深い友情の花を咲かせ、人間的にも一

段と成長されたことと思います。この花がやがて母校や郷土にさらに立派

な大輪となることを念願 しています。

また、全国の高校生をはじめ多 くの関係者を暖かく迎え、「質実で実り

多い」大会とするため、高等学校推進委員会の高校生を中心に「一人一役」

活動を推進 し、「京都総体」の成功のために積極的な活動を展開した地元

高校生にとっても多 くのことを学ぶよい機会になりました。

京都府高等学校体育連盟といたしましても、この大会で得ました貴重な

体験をもとに、健全な青少年の育成と高等学校体育・ スポーツ活動の発展

のために、一層努力して行 く所存であります。

結びに当たりまして、本大会の開催に御尽力いただきました関係の皆様

に、重ねて厚 くお礼申し上げますとともに、今後とも、一層の御指導、ご

支援をお願いし、ごあいさつといたします。
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平成 9年度全国高等学校総合体育大会

長 岡京 市 実 行 委 員 会 会 長

長岡京市長 今 井 民 雄

「風にのれ 君の声援 君の汗」の大会スローガンのもと、全国各地か
ら多数の選手・ 監督並びに役員の皆様方を「緑豊かな自然と心ふれあう長

岡京」にお迎え し、開催された平成 9年度全国高等学校総合体育大会 (京

都総体)のバ ドミントン競技大会は、素晴らしいプレーの連続と数多 くの

ドラマを生み、感動と感激を残 し、成功裡のうちに終了することができま

した。

これもひとえに、全国高等学校体育連盟並び関係競技団体をはじめ、関

係各位の温かいて支援とご協力の賜物と心から感謝申し上げます。

この度の京都総体バ ドミントン競技大会は、 8月 1日 の開会式を皮切り

に、 8月 2日 か ら6日 までの 5日 間にわたり競技が行われ、大会期間中、

約 1万 5千人以上の観衆が見守る中、高校生スポーツ最大の祭典にふさわ

しい純粋でさわやかなプレーが繰 り広げられ、市民に深い感銘と感動を与

えて くれました。

また、「 質実で実り多い大会」を目指すため、大会前から地元の乙訓、

西乙訓両高校の生徒が「一人一役」運動を推進 し、各方面に献身的で多様

な実践活動をとおして大会を盛り上げていただきました。この活躍は、決

して出場選手に劣 らぬものであり、青春の思い出の 1ページとして飾るに

ふさわ しい内容であると思っております。

さらに、華やかな大会の陰で大会運営を支えていただいた 2, 000名

にも上る競技・ 運営役員や補助員の皆様にも心から感謝申し上げます。

本市 といたしましては、平成 9年度全国高校総体で得 られた感動や感激

を市民の思い出として残 し、将来へのエネルギーとするとともに、この高

校総体を契機 として、今まで以上に地域スポーツや生涯スポ
ーツの振興に

生か して参 りたいと存 じますので、今後とも変わらぬご支援、ご協力を
い

ただきますようお願い申し上げごぁいさっといたします。

あ い さ つ

く 3>

・ 1■
｀

′
“

< t



高 等学校 推進委 員会 PR隊 出 発式

高校生による清掃活動

PR隊 に よる啓発活動

運営補助 員説明会
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7月

歓迎のことば

長岡京市長

今 丼 民 雄

大会委員長あいさつ
全国高等学校体育連盟
バドミントン専門部長

保 坂 和 也

大会会長あいさつ

財団法人日本′ヽ ドミントン協会
理 事

遠 丼 稔 男

歓迎のことば
京都府立乙訓高等学校

山 田 和 貴
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プラスバンド (京毬府立乙訓高校 .西乙訓高校)
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開会宣言
京都府高等学校体育連盟
′(ドミントン専門部長

田 中 理 房

激励のことば
京都府′ヽドミントン協会会長

田 中 田 鶴 子
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優 勝 杯 返 還

V

アトラクション (長岡京市マーチン

選 手 買 誓  (中村 .西村選手.京都府立西乙訓高校)
財)日本バドミントン協会から
長岡京市へ感謝状授与

アトラクション (北開田和太鼓クラブ)
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写真提供 :大阪フォトサービス

京都府写真連合会
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写真提供 :(株 )ベースポール・マガジン社 「バドミントン.マガジン」
京都府写真連合会
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男子学校対抗優勝  上尾高 (埼玉県) 女子学校対抗優勝  埼玉栄高 (埼玉県)
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男子シングルス優勝

中西洋介選手 (埼玉県・上尾)

男子ダブルス優勝
坂本・小島組 (茨城県・常総学院)

女子シングルス優勝
閣 敏郎選手 (富山県・高岡西)

女子ダブルス優勝
田井・舛田組 (石川県・金沢向陽)

写真提供 :(株 )ベースポール・マガジン社 「バ ドミントン.マ ガジン」
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写真提供 :京都府写真連合会
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大 会 日 程
種  別 月    日 内 容 場 所 開始時間

議

7月 30日 〈水) 常任委員会 アークホテル京都 18:00

7月 31日 (木 )
専門部長・委員長会議 長岡京市立図書館大会議室 10:00

監 督 会 議 長岡京市立中央公民館
市民ホール

13100

開会式 8月 1日 (金) バ ドミントン競技開会式 京都府長岡京記念文化会館 15:00

競  技 8月 2日 (土 )

男 .女

西
男 子
府
市
女 子
府
市
市

山公園体育館

立乙訓高等学校
立長岡第三中学校

立西乙訓高等学校
立長岡中学校
立長岡第四中学校

9100

競 技

表 彰
8月 3日 〈日)

学校対抗
準々決勝～決勝

学校対抗表彰式
男・女
西山公園体育館

9:00

競 技

8月 4日 (月 ) 個人対抗 ダブルス

1回戦～準々決勝

男 .女

西山公園体育館
男 子
府立乙訓高等学校
市立長岡第三中学校
女 子
府立西乙訓高等学校
市立長岡中学校
市立長岡第四中学校

9100

8月 5日 (火 ) 個人対抗 シングルス

1回戦～準々決勝

男 .女

西山公固体育館
男 子
府立乙訓高等学校
市立長岡第二中学校
女 子
府立西乙訓高等学校
市立長岡中学校
市立長岡第四中学校

競 技
表 彰
閉会式

8月 6日 (水 )

個人対抗
ダブルス・ シングルス
準決勝・決勝

個人対抗表彰式
バドミントン競技閉会式

男・女
西山公団体育館

9100

学校対抗

1回戦～ 3回戦

9100



開 会 式 実 施 要 項

(1)日  時

(2〉 会 場
(3)式次第

要

①

②

③

④

⑤

4

平成 9年 8月 1日 (金) 15:00～

京都府長岡京記念文化会館

領

入場行進選手は、賜杯返還者及び学校対抗に出場する学校のキャプテンとする。

入場行進選手は、13:30分から受付を行い、14:15分までに完了する。

入場行進選手は、14:40分までに選手集合所 (2階観客席出入日付近)lこ集合する。

宣誓者は、壇上に登り宣誓する。

監督 。選手等の荷物は、各学校で管理すること。

NQ
時    刻

(所要時間 :分 )
次 第 整   壇   者

選手着席 BGM
，

一 14:55 来賓・大会役員着席 準備完了確認
う
０ 15:00(1) 開式通告 フアンファー レ

4 15:01(14) 選手代表入場 各校キャプテン 行進曲
ｒ
０ 15:15(1〉 開会宣言

国旗掲揚

大会副委員長 ファンファー レ

Ａ

） 15:16(2) 国 歌
ワ

ー 15:18(10) 優勝杯・優勝旗返還 大会委員長 得賞歌
０
０ 15:28〈 3) 大会委員長あいさつ 大会委員長
ｑ

） 15:31(3) 大会会長あいさつ 大会会長

10 15:34(3) 歓迎のことば① 長岡京市長

ll 15:37(3) 生徒代表

12 15:40(3) 激励のことば 京都府バ ドミントン協会会長

13 15:43(3) 選手宣誓 大会委員長・選手代表

14 15:46(5) 10年連続出場校表彰 大会委員長 ファンファー レ

15 15:51(5) 感謝状・顕讃賞贈呈 働日本パドミントン協会

16 15:56(1) 閉式通告 ファンフ ァー レ

17 15:57(30) 歓迎アトラクション

18 監督 。選手退場 BGM

<13>

備    考

14100～ 14150

歓迎のことば②

16:27



〈1)

(2)
(3)

日

場

第次

期

会

式

学校対抗表彰式実施要項

平成 9年 8月 3日 (日 ) 競技終了後 (16:30～ 予定)
西山公園体育館

時    刻
(所要時間 :分 )

次 第 登   壇   者 備   考

来賓・ 大会役員着席
，

一 16:30(1〉 開 式 通 告 フアンファー レ
０
０ 16:31(2) 行進曲
4 16:33(2) 成 績 発 表 競 技 委 員 長
″
０ 16:35(15) 表 彰 授 与 得賞歌
´
０ 閉 式 通 告 フ ァンフ ァー レ
７

・ 16:51〈 2〉 監 督 。選 手 退 場

・表彰はすべてフロアで行う。
・優勝校・準優勝校の表彰は、男女同時に行う。

(第 3位の表彰は、男女 2校ずつ同時に行う。)

平成 9年 8月 6日 (水) 競技終了後 〈13:30～予定)
西山公国体育館

Nα
時    刻
(所要時間 :分〉

次 第 登   壇   者 備   考

13:20 来賓 。大会役員着席
，

一 13:30〈 1〉 開 式 通 告 フ ァンファー レ
Ｏ
Ｏ 13:31(2) 選 手 入 場 行進曲
4 13:33〈 2) 成 績 発 表 競 技 委 員 長
ｒ
Ｏ 13:35(15) 表 彰 授 与

ヨZ
● 得賞歌

′
０ 13:50(3) 大会委員長あいさつ 大 会 委 員 長
７

， 13:53(2) 国 旗 降 納 国 歌
０
０ 13:55(1) 閉 会 宣 言 大 会 副 委 員 長 フ ァンファー レ
Ｏ

υ 13:56(1) 閉 式 通 告
10 13:57 選 手 退 場 行進曲

<14>

NQ

16:20

監 督 ・ 選 手 入 場

ヨZ
●

16:50(1)

(1)期  日
〈2)会 場
〈3)式次第

個人対抗表彰式・閉会式実施要項

・表彰はすべてフロアで行う。



競 技 成 績 一 覧 表

競技種目 順位 被 表 彰 者 (校)名 都道府県名

上尾高等学校 埼 玉 県

，

し 八代東高等学校 熊 本 県学校対抗

男   子 う
０

金沢市立工業高等学校

大阪学芸高等学校

県

府

川

阪

石

大

埼玉栄高等学校 埼 玉 県

，

し 九州国際大学付属高等学校 福 岡 県

（
０

学校対抗

女  子 熊本中央女子高等学校

昭和女子高等学校

県

県

本

分

熊

大

坂 本 修 ―・小 島 祐 造 (常総学院高等学校) 茨 城 県

，

し 中・西 洋 介・鎌 田 和 樹 (上尾高等学校) 埼 玉 県個人対抗

男 子 複 う
０

名

瓶

春

二

志

真

田

東

鎌

大

悟

良

門 (西乙訓高等学校)

也 (八代東高等学校〉

府

県

都

本

京

熊

石 力1 県田 井 美 幸・舛 田   恵 (金沢向陽高等学校)

埼 玉 県久 家 あす加 。大 熊 倫 子 (埼玉栄高等学校)ｎ
乙

北 」ヒ

"|‐

道

宮 城 県
黒

城

石

西

広 子・山

真理子・貴

美

愛

直重

田

旭川実業高等学校)

聖ウルスラ学院高等学校)

個人対抗

女 子 複 ０
０

埼 玉 県中 西 洋 介 (上尾高等学校)

茨 城 県，

一 坂 本 修 ― (常総学院高等学校 )

京 都 府
香 ′!1 県

０
０
古 川
久 保

輔

輝

裕

直

(洛水高等学校)

〈高松商業高等学校)

個人対抗

男 子 単

富 山 県閣   敏 郷 (高岡西高等学校 )

福 島 県，

“ 張   薇 薇 (尚志高等学校)

県

県

岡

岡

福

福
０
６
山 本 郁 美

森   かおり
(精華女子高等学校〉

(九州国際大学付属高等学校)

個人対抗

女 子 単

<15>



ノヽ   代

新  官  商

勝

川 崎 総 合 科

松   江

城

日 本 大 学 山

暁

東  奥  義

千 葉  敬

唐  津  工

長  野  商

西   乙

大  阪  学

鹿 児 島 商

日

新

前

東 (熊  本)1

業 (和 歌 山)2

山 (福  井)3

学 (神 奈 川)4

西 (島  根)5

東 (徳  島)6

形 (山  形)7

(二  重)8

塾 (青  森)

愛 (千  葉)1

業 (佐  賀)1

業 (長  野)1

訓 (京  都)1

芸 (大  阪)1

業 (鹿 児 島)1

川 (山  梨)1

田 〈愛  媛)1

沢 (岩  手)1

北 (広  島)1

-(富   山)2

海 (愛  知)2

業 (北北海道)2

磨 (兵  庫)2

原 (沖  縄)2

院 (茨  城)2

18

◎

◎
19

①

③

②

③

③

◎ 0

26札 幌 第 一

27高 知 東 工 業

28西      京

29九州国際大学付属

30前   橋   東

(南北海道)

(高  知)

(山   口)

(福  岡)

(群  馬)

◎

　

３４
①

1

2

3

4

5

6

7

20

②

③

①
21

22

②

◎

2

3

4

5

6

8

9

③    ② 8

11

◎

7

2

3

①

◎ 14

◎

115

③

③

◎ ①

◎

① ③

② ③ ③

46 7

48

①

31京  都  両  洋 (京

'32宮 城 県 工 業 (官

33淑  徳  巣  鴨 (東

34日  田 林  工 (大

35添      上 (奈

36富       士 (静

37金 沢 市 立 工 業 (石

38延暦寺学園比叡山 (滋

39宇  都  宮  南 (栃

40会  津  工  業 (福

41水  島  工  業 (岡

42宮  崎  工  業 (官

43高  松  商  業 (香

44県 立 岐 阜 商 業 (岐

45秋  田 中 央 (秋

46北      越 (新

47■       浦 (長
48米   子   東 (鳥

49上      尾 (埼

４２
　

①

③

◎

　

③

◎

　

③

◎

◎

②

③③

③

②

　

３５
　

◎

③

　

③

①

　

３６
　

◎

◎

8

9

0

1

2

3

4

5

23 ①

　

４３
　
①

③ ◎

①

◎

③

　

②

③

◎

◎

③

◎

第

　

　

工
　

　

　

　

学

佐
　
　
　
　
　
　
播
　
風

岡
　
　
　
川
　
　
　
　
　
総

安

高

東

旭

東

南

常

③

24

◎ ◎
①

　

３７
　

◎

②    ③

6

17

②

<16>

3

男 子 学 校 対 抗 組 合 せ 表

都

城

京

分

良

岡

川

賀

木

島

山

崎

川

阜

田

潟

崎

取

玉



埼   玉

鹿 児 島 女

学

栄

子

1ヒ

陵

志

官

西

子

坂

東

業

西

静||

子

子

子

業

南

子

徳

子

国

固

西

業

:8

◎

10

11

12

13

14

15

③

③

28

◎

③

③

②
29

30

③

◎

◎

女 子 学 校 対 抗 組 合 せ 表

(埼  玉)1 ③ ②

◎

34

③

京 )

手 )

崎 )

重 )

島)

(鹿 児 島)

(静  岡)

(新  潟)

(福  島)

(和 歌 山)

(愛  媛 )

(岡   山)

(長  野 )

(群  馬 )

(宮  崎 )

(秋  田)

(京  都 )

(熊  本 )

(広  島)

(高  知 )

(富  山)

(栃  木 )

(滋  賀 )

(愛  知 )

(佐  賀 )

(青  森 )

③ 26

◎
③

38③    ①

②    ②

26日 本 橋 女 学 館 (東

27前      沢 (岩

28鶴鳴学日長崎女子 (長

29   暁    (三

30城      東 (徳

城

青

　

　

　

　

浜
　
女

岡
　
潟
　
　
　
　
　
居
　
陽

静

新

尚

新

新

山

3

4

5

6

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

◎
21

3

5

6

8

①
19

◎

◎
27◎

◎

42 ③ ①

◎

35 ◎ ③

◎

47

48

③ ③

①

31西      山

32聖 ウル スラ学院

33大      東

34昭 和 女 子

35足             羽

36土 浦 第 二

37札 幌 静 修

38九州国際大学付属

39奈 良 市 立 一 条

40県 立 岐 阜 商 業

41  境

42東      葉

(京  都)

(宮  城 )

(島  根)

(大  分)

(福  井)

(茨  城)

(南北海道)

(福  岡)

(奈  良)

(岐  阜)

(鳥  取)

(千  葉)

(香  川)

(山   口)

(沖  縄)

(大  阪)

(山  形)

(山  梨)

(石  川)

①

◎

　

②

③

　

３９
　

③

②

　

③

◎

　

４０
　

①

“
　

③¨

◎
須

前  橋

宮 崎  商

能   代

西   乙

熊 本 中 央 女

鈴  峯  女

②

22

◎

③

◎③③

◎

　

３６

③

③

③

③

①

３３

③

③

◎

③

③③

女

商

官

和
　
山
　
都

清
　
富
　
宇

女
　
淑

賀

　
知

滋

　

愛

女

学

賀

葉

佐
　
千

栄

田園
　
弥
　
旭

21

(兵  庫)23

(神 奈 川)24

(北北海道)25

43高  松

44中  村

45糸

46四  1天

47山 形 城

48甲  府

49金  沢

商  業

女  子

満

王 寺

北 女 子

商  業

向 陽

①

②

２３

②

①

◎

③

①

◎

％

◎

　

４３
　

◎

①

45

◎

31

37

◎

41

32

◎
16

川  実

<17>

1

2

17



男子個人対抗ダブルス組合せ表

春名

川崎

浅野

前日

n田

村ロ

今丼

杉山

千ロ

1`え

廣内

藤田

口中

久保

“

り||

急式

山本

渡邊

松本

書澤

松尾

川前

薔池

坂丼

■妻

僣・■日 志円 (京 
“

・西  乙  躙)
略史・寺崎 友晴 〈神奈川・ ,嗜

“

合科争)

●裕・森  啓● (岐 阜・県立崚阜由■ )

“

―・矢野 =0(高 知・高 知 東 工 ■ )
智史・古田 将太 (■ ■・創  咸  館)
吉洋・伊● ●浩 (メ ロ・横 手 工 ■)
貴手・芳り|! 安宏 (■  1予・長 野 南 棄).
卓・木村 泰久 (静 口・沼 澤 学 口)
―■・佐●  豪 (岩 手・ 前   沢 )
隆児・浜砂 宏

=(宮
 崎・   姜   )

,・薇,11 ■人 〈大 阪・ 柏   原 )
■・真鍋  豪 (辟 `・ 前  In  東)
佑弥・渡■  稔 (岡  山・水 島 工 案)
●

“

″
,ヽ比贅昭仁 (■ 川・高 松 商 ■)

和志・籠留 正啓 (兵 菫・東  薔  磨)
仁史・阿久津博薔 て埼 玉・ ■   尾 )
■・山綺 茂紀 (嘔 井・ 膀   山 )
和人・小西 饉4(山 口・下田申央工葉 )
武・大石  宏 (熊 本・′ヽ  代  東)
■■・全本 真也 (南北海道・:し 幌 第 一)

“

正・西塚 和晃 (東 京・淑 徳 典 鴨)
大

“

・笹島 =弘 (奈 良・奈良市立―条 )

=・
山崎 悛和 (大 分・曰 田 林 工)
争・桜丼 勝仁 (新 闘・ 1ヒ   趙 )
克摩・高嬌伸太郎 (宮 城■ 官 撼1県 工 葉 )

二■ 裕η・着淵 大介
山本 o夫・口

" 
大崎

山綺 広―

“

林ヽ英一

“武田倍―

“

・ロロ  諄

(H北海道・札 幌 
“

 ―)
〈広 島・抵  口  北〉
(■ "・ 須    艘 )

(幅 円・九州口瞭大学付属)
(茨 城・奮 0牛 院)

0
51

64′ 1ヽ林 広手・,本 亡史

17

0

4

ll

13

14

21

24

41

1,

C

０

　

０

０

　

■

0

●

55阿保 'こ・仁々木俊餃

56植田 ―
=・
前凛 売裕

57全摯 奸■・川満●佳
“58凛谷 長三・新海 宏
`59■谷 ■樹・狩
" 
■||

∞坂本巌市朗・新沢 凛
"

6:杉 山 嘉―■1丼 
「

●

62二饉  良・大東 真也
63山 口 任介・松本  聰
南,日凛仲薔・■月

日野 剛士・前日
■● 拓R中 小松
三嬌 燎郎・■川
田場 合人・自鳥
自嬌 ●こ‐1ヽ山
山田 饉―・

"ロ

(■ ■・東 彙 凛 塾)

(■ 川枯 松 商 ■)

(絆 ■・南  凰  凛〉
(,知・口 崎 摯

`)
(■ 根・い  に  日)
(千 菫・千 葉 0■ )

(京 都・京 椰 円 津)

(熊 ホ・A  代  東)
〈鳥 取・米  子  ●)
(● ■・詢  襦  東)
(高
"・
高 知 東 工 ■ )

(秋 口・ 秋    田 )
(奈 ■・ 籐    ■ )
(東 京・ 明    二 〉
(着 手・盛田大学附■ )

(三 ■・   曖   )
(大 分・情 ● 科 幸)

(濾 贅・■●●宰口比叡山)
(石 川・全沢市立工彙 )

(大 阪・大 嬌19-)
(山 ■・ 0   り||)
(北北海道・旭 "| 工 ■)
(山 形・日本大学 山影 )

(佐 賛・唐
"工

■)

(新 
“

・ 北   ■ )

(■ 崚・ 新    口 )
(神奈川・ 川崎0合科争)
(和欧山・ 耐    久 )

(0, 日・ ■   餃 )

(宮 崎・宮 崎 工 案)

(山 口,日 ,日 )

(官 摯・宮 城 県 工 ■ )

〈● ホ・作所争擁高年椰)
〈
=児
3・甕 児 島 商 ■)

〈京 都・京 都 日 諄)

〈

` 
井・ 膀    山 )

(崚 ●・■立崚●商 ,〉

〈

`島
・会 澤 工 ■)

〈目 山・市  戸  南)
〈椰 島・ 城    京 )
(■ 崎・ ■   m)
く富 山情 田 第 一)

〈兵 庫・饉 略 工 ■)

〈埼 玉・ ■   ■ )

◎

“

0

0

0

0

●

０

　

０

０

　

”
　

０

こ之

菫次

亮

大助

剛史

勇

正■

●巨

tニ

●嬌

和也

●

凛薔

友芳

●也

寛之

澪茂

将撼

哲也

口拿

絶也

清

剛

彙史

剛

正和

●和

彰

餞ニ

正晃

知大

央

ntL

功

わ樹

0

8`

'2
●

,1鴨本 澪人・山下
,2●本 修平・松本

'3中
● ●博・茶谷

74松下 文■・永谷
76待津 諄―・口中
76●本  0・ 矢野

7,菊
'0 
諄平・石沢

73山 口 膊燿・中山
71森山 彙朗・菫下
80凛

“

 H―・大中

31古谷 昭諄」 *ヽ
82北村 拓■・前日
03花 口 

“

―・山本

04武田 和也・
“

田

86村松 壮―・官ロ
86今野 茂之・大沼
87村山 真薔・古谷
.38小谷  ●・小谷
.89小,  学・高ロ
¨茂8 悛■・川上
●1仁 日凛英樹・■日

.92古候  膀・吉●
●3西日 大宗・山名
04饉山 弘明・ロロ
,5津 田 `澪・宮崎
.“ 石R 廂史・中山
07明地 情■・轟ホ
●8中目 津介・鎌田

＝

◎

０

ロ

0

●

”

●
一
　

■

　

０

0

時環 彗二・山本 雄也 〈広 島・安  佐  北)31

口中  ●・今市

藤野 贅―・武田

い茂良興大・比
=

口野原幸茨・内ロ

原口  学・工藤

山・高 口

崚・松 山

■・中 部

黎・ 曰

森・弘 前

第 一 )

中 央 )
工 菫)

"| )工 :彙 )

彰 (■

暁 (■

光 (沖

こ樹 〈山

裕惧 (■

澤田 和産・尾崎 勝久
近藤 は人・角  絆朝
大鼈清之介・廣瀬 智也
川添  ■・日本 泰成
松本  学・菊地 車多
久野 元口・佐藤 ロー
坂ホ 修―」 島ヽ 祐遺
内野 和■・新羽坪洋介
小林 雅■・大沼  忍
寺西 綸■・福田 武士
松本  楽・川上 優人

(滋 賀・燿ぼ,争□比叡山)
(鳥 取・来  子  東)
(山 形・■ ロ エ ■)

(性 質・唐 澤 工 ■)

(千 葉・千 葉 り、 ■)

(■ 知・円 崎 城 百)

〈茨 摯・奮 総 午 院)

〈凛児島・■  児  島)
〈I`島・帝 京 安 薇)
〈和欧山・新 官 商 葉)
(三 ■・  暁   )

45
0

●

●

“ ●

0

11

4'

0
丸― 良太・■田 大● (北北海道・旭 サ|| 工 集)43
石丼 元気・池田倍太郎 (福 岡・九州国際大学付属)(■

“

　

　

　

０

小野寺

◎

0原

島

鈴木

車

. 歩・岩ホ

意行・山崎

貴拿・西野

腱二・市川

浩明・酒丼

腱人 (京 都・京 都 南 洋)
-0(■  根・い  に  百)
● (徳 島・ 城   東 )

典,(鶴  木・作所争院高椰
")●相 (石 川・全沢 市立工栞 )

6

“

<18>

0



女子個人対抗ダブルス組合せ表
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男子個人対抗シングルス組合せ表

聟

綸

　

和

濤

　

也

輌

平

通

史

所

嗣

由

学

　

　

豪

直

大

　

悛

祥

　

真

忠

鋏

利

智

　

一κ

は

保

睾

口

綺

田

綺

本

丼

口

原

口

■

，

上

重

市

島

丼

村

“

藤

日

澤

地

晨

久

逮

瞑

山

沢

真

全

洒

●

中

詢

き

久

二

稲

今

打

石

綺

三

斉

松

伊

菊

二

(■  ,1

(長  野

て, ■

て大  分

50古  ′:1

51● ′

“62口  中

53松 井

54山 口

裕 ●
`京

“

(撼

佑 弥 (田

洋 大 (東

饉 ― (三

水  )

京  )

■ )

― )

)

商

実

工

林

松

野

市

ロ

高

中

弘

日

商
　
農
　
軟

子
　
条
　
葉

官

商

争

椰

島

花

■ )1

工
　
”

暁

島

東

格
　
摯

水

“

椰

島

山

京

■

膀

松

会

松

常

安

官

　

宇

東

燿

島

根

崚

島

綺

丼

木

森

葉 )

案 ) 0
0

67

◎

　

”

①

0

18

19

28

29

00

(和 欧 山・ 那    贅  )

〈群  馬・前   橋   東 )

〈南北海道・札 幌  第 一 )

(石 川 ・ 全 沢 市 立 工 業 ,

(京 都 ・ 立 命 鱚 宇 治 )

(山  口・ 山    口 )1

(■  崎・創   成   館 )1

(神 奈 川・ 横    浜  )1

(■ 知・岡 綺 城 百 )1

(宮 城 ・ 官 城 県 工 ■ )1

(滋  賀・延層寺学田比叡山)1

(■ 山・高 岡 第 一 )1

(静  岡・ 富    士 )l

(“  口・九州口朦大学付属)l

コ:) 4

7

8

1

2

4

上

添

秋

米

西

千

尾  )1

■  )

′ヽ   代   東 )25

② 87

①

91 ◎

②

◎ ◎ 88

◎

C

◎

◎

55お 池

56我 妻

57●  りII

58茶 谷

59池 田

60日 ,原

61三 ■

62に日源

63内 野

64「 野

65荒 井

66藤 原

67′ 1ヽ  島

68,キ  原

69武  田

70加 藤

71,中  原

72阿 保

73深 田

741L  ロ

75鎌 口

76′」ヽ 口,

77田  添

78  1:

79菊 地

80大 東

81加 爆

82今 丼

83前 日

84■ 島

85石 彙

86松 下 文

87● 峙 女

◎

0

“

(大 分・ 曰 田 林 工 )

克 産 (古 城 ・ 古 城 県 工 桑 )

和 諫 兵

"東
 播  ■ )

6嬌 (石 川 ・ 奎 沢 市 立 工 ■ )

”
０

0

0

70

0

太郎 (椰  口・九州口屎大学付■ )に

幸

裕

英

和

贅

薔

憲

祐

修

和

嬌

　

安

和

優

志

日

◎

上 ロ

則 武

小 林

螢 崎

′|1 澪

前 日

森 山

内 田

松茂良

成  相

手 ロ

な 名

坂 本

石  沢

“

 ロ

,ll 上

明 地

策 田

村 城

(東 京・ 関 東 第 一 )

(佐 夜・ 唐 津 工 楽 )

(高 知 ・ 高 知 東 工 ■ )

〈新  島・ 北    饉  )

(山  梨・  日   ,|| )

(沖 縄■ 中 部 工 葉 )

(広  島・ 祇   □   北 )

(着  手・  前    沢  )

(京  都・ 西   乙   ‖ )

(茨 城・ 常 撼 学 院 )

(山 形 ・ 日 本 大 学 山 形 )

(北 北海道・旭 サ11 工 葉)26

(崚 皐・ 県 立 崚 皐 商 業 )27

(格 島・帝 京 安 機 )28

(山  梨・ 口   ,|| )

(南 北海道・■ 幌 第 一 )

(崚 ●・ 県 立 崚 ,商 業 )

(魔 児島・E  児   島 )

(絆  H

(着  手

(■  ,1

原 )

葉 )

案 )

(滋  贅・延層寺牛口比●山 )

(鳥  取・米   子   ● )

(京  都・●   乙   
“

)

(静  口・ ,   東  )

(■  綺・■   崎   北 )

(“  椰・前   輌   東 )

(山 形・ 日 本 大 学 山 形 )

(熊  本・′ヽ  代   東 )

(千 葉 ・ 西 武 台 千 葉 )

(■ 野・■ 野 市 葉 )

(高 知 ・ 高 知 東 工 桑 )

(秦 良・奈 良 市 立 ― 条 )

〈富 山・古 円 第 一 )

(大 阪・大 阪 学 姜 )

〈や 奈川・ 川崎 総 合ヽ争 )
〈新  ■・ 1ヒ    越  )

０
　
７７
　
０

②

　

　

①

0

◎
　
“
　
０

◎

◎ 54
次

司

樹

幸

和

行

邊

也

裕

大

輌

■

介

円

之

発

人

平

也

生

幸

次

弘

史

雅

晴

夫

菫

■

博

太

貴

" 
僣

彰

洋

元 気

竜 肇

康 郎

拓 則

雄 人

邦 産

●  多

良

大 韓

達

雅  彙

勇 4絆

ロ

ロ ー

史 輌

直 樹

興 太

圭

― ■

僣

“

 ―

友 秀

“

 也

善 和

清  彙

匡 史

進

〈埼  玉

(奈  良

(秩  ロ

(鳥  取

(■  嬌

(千  葉

〈熊  本

口  )21

":)22
業 )23

愛 )24

(■

(輌

(島

〈茨

(広

(官

(格

(椰

(青

山  中  央 )

0 工  ■ )

工   ■ )

鯰 学  院 )

佐   北 )

峰  工  ■ )

山 )

椰  官  薔 )

奥 ●  ■ )

0

“
０

◎

“

②

8

9

８４
　
０

0“
０

０

”
◎

42

②

”

10 0

】1

6

0
48

0

②

　

　

②

０
　

０

②

∞◎

◎

0
44

31 0

33
12
3

3

3

3

0

3

7

14

15

71 0

85 0 ①

92 ② 94

73

②

0

″
　
◎

0

30

0

0

81

0

0

◎

62

①

◎

綺

　

　

路
　
敷

膀

官

　

　

姫
　
倉

崎

井

“

山

菫

官

“

兵

日

三

工  秦 )4

山 )4

工 棄 )4

工 栞 )4

暁    )4

0
①

“

“
①

①
　
， ４
　
０

◎

彙

好

悛

夫

良

〓

　

睾

昌

口

津

口

凛

澤

日

一

●

ホ

本

木

“

薔

水

奎

伊

前

九

小

性

日

，

佐

中

９１

９２

９３

９４

“

¨

９７

９８

31
農
　
商

凰

書
　
松

南
　
花
　
高②

　

②

0

◎

32

優

喘

弘
　
崇

谷

山

木

谷

梶

離

鈴

小

江 ,

威

`

介

東
16

47

4

4,1 尾 修

樹 (島  根・松

明 (修  島・ 城
之 (衝  木・宇
(■児島・■ 児
― 〈大  阪・比

西 )

)

南 )

■)

院 )

1,

∞

86

<20>

66

(北 北海道・旭 ,1

(和 歌 山・ ぶ

〈漱  田・由  利

(佐  賛・薔  津

(山  口・ ●

(■  知・口 ■
〈●  工・ ■

工 ■ )

■  )

工 ■ )

工 案 ,

京  )

摯  薔 )

尾  )



女

女
　
女●

口

詢

　
―児

月
　
燿
　
畠

田

望
　
葉
　
ロ

摯 椰 て
= 
山・商

美 里 〈

" 
田・静

● ■ (高  知・清

しのぶ 〈屁児島・■

子 )

手 )

子 ,

50●

51,||

52●

53●

54,||

“ロ

間

摯

崎

“

 ● (ロ

弘 彙 (山

めぐみ (沖

萬電子 (官

姜 秦 (山

■・■●●学口比●山 )

口・山  口 中  央 )

■・ 
“

   谷  )

崚・● ウル ス ,学 院 )

槃・■ ●  ●  ■ )さなえ 〈島  根・ 大

口   百 )1

東  )

7

０

”

０

０
　
田
　
０

②

0 87

Φ

0 18

19

62
古 島

小,■

寺 本

岩 脇

木 村

竹 内

■ "

二 好

赤 尾

実 ■ 〈

“悦 子 (官

史 〈埓

加代子 (京

●を利 (■

女 ■ (岩

り也
=(山
美 代 (大

由■● (鳥

東 )

院 )

榮 )

■ )

菫 )1

立 )1

央 )1

子 ):

争ラ

　

　

商

市

中

女

●
　
ス
　
エ
　
乙
　
　
　
　
　
　
　
　
彙

ル
　
　
　
　
　
”
　
円
　
口
　
和

ウ

前

●

崎

●

■

■

山

昭

馬

崚

玉

椰

野

手

口

分

取

6

6

42

10

◎

44

12

16

)45
゛
◎

47

4

4

◎ 20

0 21

54

Φ

55沼 ロ

56● ロ

57日l ′〔|

68山 ロ

59嬌 ホ

60大 田

61小比贅

62● お

63キ ●

64倉 薔

65水 丼

66,|1 島

67松 本

68平  彙

69高 丼

70′  ヽ島

71■ ホ

72味 田

73  

“

1

74久 蒙

75,ネ

76= 国

77慣 丼

.78三 膊

79 1i

.80, ●

8101谷

82● 瀬

83= 松

84前 "

85=饉
.86口  丼

87  4,

.88え 木

①０

　

　

“

０
　
８４
　
◎

◎

０

　

“

0
②

真奈彙 (南 北 :● 遺・札 幌 静 `
有

■

■

●

奈

よ

五

彙

紀 (二  ■・ 松

子 (3 根・ 大

阪

東

妻

21

22

2

絵 (神 奈川・ 柚 疇  )24

集 )2

6)

子 (熊 本 ・ 熊 本 中 央 女 子 )27

2

2

3

31

◎

◎ 77

◎

,6 9`
97

◎

① 0 89

● (神 奈川・薇姜創案燿大女手 )

恵 (幅  丼・ 足   羽  )

綸 (■  ■・●■■日長崎女子 )

■ (■ ,11・ 高 松 由 ■ )

月 く京  3・ ●   乙  口 )

● (山  形・晰   庄   ■ )

乙   ■ )

立 崚 ● 商 ■ )

天  = ゛ )彙 ● (大  瞑・

"彙
(■  山・

めぐ彙 く● ■・

υ■,〈 承 口・

0 子 (■児島・●

口 )

■ )

● )

子)

②

0

0

②

91
野

村

崎

口

水

日

僣

掟

口

”

矢

原

適

石

高

綺

●

下

口

舎

ホ

ロ

綺

川

山

■

【

伏

■

米

佐

松

山

官

宇

“

た

“
０

①

②

“

◎

０

　
◎

ｔ

，

椰

永

広

実

瀾

　

朱

象

佳

友

明

里 (石  川

子 (山  興

子 (宮  崎

ｎ
　
商

沢
　
”

全
　
甲

11)15

棄 )16

)17

巴 ● (大

めぐみ (茨

菫紀子 (■

恵  (■

子 )

院 )

は )

■ )

女
　
争

ｍ
　
●

昭
　
奮

分
　
崚

薇
　
エ

知
　
古

■

■

●
　
ｎ

子
　
●

女
　
浜

撃
　
〓

”

新

■

嗜

広
　
■

賣

島

０
　
■

ロ
　
ス

・
　
一

京
　
”

”
　
子

〓は
　
●

子 〈大 阪 ・ 0篠 嘔 争 口 )

子 (北 北海道・旭  ,|! 案 ■ )

紀 (山 形・米 沢 工 ■ )

子 (佐 贅・仁 賛 女 子 )

菫 ("欧 山・ 
“

   官  )

贅 (崚 0・ 県 立 崚 阜 南 ■ )

奈 集

裕 彙

晴 稟
g彙子

薔 奈

薇 薇

あす
"
■ 保

(千 彙・  ● lt台 千 葉 )

(佐 贅・佐 贅 女 子 )

(■  ■・瞑  りll ●  饒 )

(■

"・

■ ,商 ■ )

(撼  島・ 摯    京 )

(,日  島・ 
“

   3 )

(埼  玉・,I  I  榮 )

`古
崎・ 書 ■ 日 本 大 争 )

0
②

0
②

78

◎

0
◎

②①

25
②
58

商
　
凛

松
　
知

市

，

代 (11: ,||

麻 (■  知 0

万莉子 (東1京 ・ 曰 ■ 嬌 女 学
")

真ほ く,0‐ 葉 学 口 )

裕 子 (え ●・ロ ロ 学 ■ )

映 里 〈晰 ■・斬 ■ ■ 崚 )

紀 子 〈長 崎・

“

嗚学口■■女子 )

０
　
７９
　
０

71

1! ①

72 ◎

0

◎

74

②

0 28

◎ 29

62

30

亀 丼

90● 暉

91谷 ロ

92口 薔

93竹 ホ

94山 中

95, 山

96■  ,11

97倉 井

98  ●

◎

売 子 〈

“

 島・ 崚    京  )33

泉 (広 島 ・ 広 島 霰 が 丘 ,34

“
０

０

“

〈D
使 元

菫 村

森

, 丼

上 ロ

出  ロ

大 重

薔 円

辻 本

◎

女

■

・ｎ
　
女

日

‘

代

島

川

沢

ロ

‐
児

鑢

住

富

高
　
前
　
●
　
　
　
・
　

～

◎

番 彙

贅由紀

絵  美

文 乃

加 奈

(茨  城

(秋  田

(滋  賀

(福  島

(千  葉

土 お

"三
)

籠   代   百 )

置 贅 女 子 )

門   0 )

東    摯  )

摯 崚 〈三 ■・   暁

椰 美 (饉  円・
" 
●  女

■  (南 北海道・札 幌  =|

明 子 (■  燎・新  居  浜

子 )4

修)4

口 )4

◎

37

3

3
11 ①

■ 佐 (奈 良・ 奈 良 市 立 ― 条 )` 0
,3

)41 ◎

彙
　
●
　
テ

■
　
．
　
―．

海
　
川
　
ホ

北
　
石
　
椰

●
　
●
　
■

”

彙

茂

奎

②

0

◎

６４
Ｏ

　

②

0

②0

◎

本
　
木
　
“

山
　
一π
　
近

● 菓 〈奈 ■・ "   上 )

● 子 (■  手・盛  口  北 )

,■ (口 山・山 ● 女 子 )

● 子 (和 欧山・ 瀬    贅 )
● 弥 (■ ●・千 葉 争 口 )

日 (高

"・

清 和 女 子 )

■ ,(|1円 ・11口
"北

)

■ は 〈東 京・ 日本 輌 女 学 ● )

● ● 嗜

“

晰

“
=瞼

)

がおり{` 口・九州口朦大学付■)

油

官椰

糸

字

■
　
沐

大 城

杉 山

守 ロ

ロ ロ

中 井

直 子 (沖

硝 (椰

仁 贅 〈ロ

千 0(■

美 炒 (京

山・山

「

 女

丼・ 足

3・ 口  乙

羽

輌 )

子 )

)

● )

17

60

0

<21>

◎

0

34

女子個人対抗シングルス組合せ表



口

男子学校対抗戦

卜
κ
単

レ
1

Sl

Dl

5

3〔加 藤 靖 裕 2 15

司

　

和

俊

　

書

寺

福

谷

松

西 健 士

士

起

央

田 武

口
　

下

友

　

育

0辻 本 優 二

茂 呂

川 上

山 本

山 崎

篤   ′15-9、
21 15-610

茂 紀  ヽ  ノ

ト
リ

二′
―
ヽ

Ｓ‐

Ｄ‐

Ｄ２

Ｓ２

Ｓ３

0(:

′
2ヒ

0(:

2〔

2〔

-15、
-15リ

ニl:〕

~1リ

坂

新

松

菊

立

菊

立 勇 太

本 康市朗

沢 義 騰

本  学

地 革 多

花  良

0

2

舘 日 真 哉 2安

彦

　

哉

貴

彦

哉

17-1
15-阿 保 安
4、

5り 0

佐々木 俊 地 車 多18-15
11-1

8

15

15

2

2

阿 保

佐々木

佐々木

小日桐

安

俊

潤

基

|BT  2 -0 BT 工 -1

Sl

Dl

5〔和 日  瞬  2 15 0藤 原 憲 行

史

晴

徳

也

川 端 絡

寺 崎 友

小 林 将

高 橋 卓

′15-9、
2t16-1り 0

ｈ
り
一

一

′
―
ヽ

山 崎

安 川

梶 谷

狩 野

― 慶

贅 太

瑞 樹

督 利

Ｓ‐

Ｄ‐

Ｄ２

Ｓ２

-1

Ｓ‐

Ｄ‐

Ｄ２

Ｓ２

〔
一

二山 川 昭 産 1 2藤 り|1 薫

菊 地 淳 平 西 野  喬

石
　
佐
　
伊
　
　
菊

沢
　
藤
　
藤
　
　
地

友

真
　
和

　

津

秀
　
志
　
哉
　
　
平

島  貴 章
蔭
　
岡
　
　
岡

山 弘 明
田

　

　

田

知  大

知  大

′15-1、
2t.15- 4″ 10

′15-12、
2ヒ 15-1り 0

ヽ
リ
一　
一

ｒ
ｉ
ヽ

Ｓ‐

Ｄ‐

Ｄ２

Ｓ２

Ｓ３

川

〔
潤

西

潤

0 2

人

2 0

山 口 博 旭 2 0金 井 真 介

添

本

山

山

　

添

泰 成

也

　

喜

卓

　
友

小 倉 大 和

深 迫 利 幸 2 0鶴 田 正 臣

次
　
樹
　
一

末 永 隆 丸 0

」ヽ 谷  優  2 0田 中  稔

5二1:〕

3-

川

岡

中

中

^r15- 1、
  1に

2t15-り 0 'ロ

^r ll-1い
 ヽ 合

Ot 7-1り 2芳

〔|:二 :〕

′ 8-15、

ヒ  ー15リ

〔l:二り
′ 0-15、

ヒ4-15リ

〔l:二 :〕

住 弘太郎

俊 紀

井 貴 幸

川 安 宏

ｈ
り

一　

一

ｒ
ｌ
ヽ

瀬戸口  寿

窪 田 政

小 谷  優

小 谷  剛

日野原 幸

内 田 直

帯 津 津

田 中  i除

2 日野原 幸 次

<22>



11

Sl

Dl
′15-7、  渡
2115-1010
｀   ′  :大

′15-4、  若
21 15-1210 ヽ   ノ  "【

〔

馬

豪

由

智

川 村 忠 広 2 1西 原  子2

5三1:〕

部 額 一

中 洋 茂

木 健太朗

本  田1

千 田

佐 藤

管 原

及 川

Sl

Dl

2

之

堀  直 人

之

　

薔

森 日  違

ｒ
ｌ
ヽ

池 田 信太郎

武 田 信一部

岡 田  薄

石 井 元 気

ｈ

ν

′15-5、
21 12-1511
｀15-3ノ

′15-7、
2112-1511
｀15-6ノ

鵜 飼

南指原

真 鍋

坂 庭

直

伸

崇

尚

3-0BT 日 田

松 本  章  2ヒ

丸 一 良 太 ′

上 田 大 輔 ｀

矢 野 真 吾 ′

鈴 木 裕 策 ｀

1山 田 隆 将

彰

策

宏

,ヽ

り。

辻  典

5-15
15-

15-6、
15-11り 0

15-
15-

小喜多 博

小木曽 淳

加 藤 大

Sl

Dl

D2

′

2ヒ

′
2t、

′
2ヒ

長

蒲

山

井

小

晃

央

翼 智

松 尾 邦 正 嶋 寿 夫

西

下

柿

石

和
　
裕
　
孝

池   減

崎 俊 和
上

　

塚

賢 史

l:二つo
塚

川

崎

崎

15-1
15- 4

〕l

〕。

15-11
4-15
15-11

3-O -0

Sl

Dl

D2

〔野 原 洋 平 2 0畑  孝 司15-12

′17-14、
2ヒ 17-1り 0

金 城

川 満

熙 屋

古 謝

好 麿

智佐旗

亮 太

有 作

ヽ
リ

二′
―
ｌ
ｔ
、

15-1

細 川

福 留

日 本

清 水

和 志

正 啓

哲 也

陽 ―

Sl

Dl
二 月 敬 浩

倉 林 寛 尚

木 下 秀 成

小 り1 寛 也

2 4守

´
―
‐

ヽ
屋 15 0河 島  洋

三 嶋 康 郎

寄 ′11 太 助

藤 田 政 宏

福 日 英 夫

′15-2、
2に 15-り 0

2〔 ::二::〕 0

昌三弘

-1 3-114 工BT1 0

Sl

Dl

S2

2 0〔
ヽ
リ

徳

〔

〔
6-
2鈴 木 崇 之荒 井 善 和 0

古 俣  勝 寿

　

宏

15-11国 広  聡
17-15

矢 木 教 簡

ヘ

り0 阿久津 秀 徳古 俣  勝  2

10-15

′15-5、
21、15-5り。

斎 藤 減 二

15-
15-

藤 野

海者原

神 原

阿久津

昌

貴

大

秀

′15-12、
河 野 剛 ± 2し

“

-5り 0野 村 健 一

前 日 餞 一 ′15-4、 青 木 昌 彦

前 田 童 次 ｀15-9ノ  中 尾 大 志

矢 野 宣 寿 ′13-15、  日 中  保

西 岡 正 博 ｀13-1ノ 磯 部  健

′15-3、
前田誡 -2に 15-1り 0青 木昌滲

Sl

Dl

S2

<23>

“
　
　
　
Ｄｌ
　
　
　
Ｄ２



BT1 5 宮 崎 エ
_(宮  崎)

業  (3-0) 水
~百~「

=~T~_(岡  山)

Sl

Dl

D2

本

武

嶋

松

川

城 哲 也 2
′15-

ヒ
15-

′ 15-

ヒ15-

?ヽ         ~

り0加 納克人

田 和 也 11、

1り。
田

渡

黒

倉

中 佑 1弥

2

日

崎

崎

純  也 邊

住

岡

稔

順 平  ′15-7、
21 12-1511

信 博  ｀18-1ノ

浩  史

祐 樹

Sl

Dl

D2

S2

S3

田 中

瀬 川

柳 川

津 日

宮 崎

中 村

康

真

昌

哲

央

隆

′
洋  21ヽ

′
21

弘  ｀

13-15 1名 島 慎 平
15-

15-
15-
1)。

高 真  強

掘 江  卓

近 藤 健 人洋 ′17-10、

し12-1り 2

′15-7、
1 4-1512
｀ 5-1`〆

′15-3、

t.15-8り
°

0

角  祥 朗

史 1 高 真  強

瀬 り|1 真  2 近 藤 健 人

BT1 6 」ヒ
_【組

越 て

…

荻 田 中 央
(秋   田 )潟 )

Sl

Dl

D2

近  拓 生
′15-0、
2t.15- 0り 0 石

押

=
米

中

川 智 紀

森 山 史 朗
2〔

15- 1
15-3

ヽ

り0
切  淳

堂 下

井

井

寛 之 野 弘 太

坂 学  ′15-2、
2115-110

勝 仁 ｀  ′
田

村

勝

充桜

男子学校対抗戦

|

石 渡 清‐ 二 2〔 |:二 1)o 山
~面

Sl

Dl

D2

S2

S3

昭

真

信

津

友

淳

友

彦

志

人

平

秀

平

秀

川 端 綺 史

寺 崎 友 晴

古 谷 昭 博

小 林 将 徳

2〔|:二 :〕 0

′ 7-11ヽ
1 15-1012
｀ 6-15ノ

′13-15、

ヒ  ー15り 2

佐

高

菊

石

菊

石

藤

橋

地

沢

地

沢

1

和 田  瞬  0

15-
16-17+ran2[ 1

Sl

Dl

D2

+ff+*2[ 15-5 0加 藤 靖 裕

大

松

大

瓶

東

本

石

良   ′15-4、
2115-910

真 也   ヽ  ノ
茂 呂 俊 司

川 上 警 和

山 本  篤
山 崎 茂 紀

武|   ′15-9、
2115-810

宏    ヽ    ノ

<24>

）軍
レ
巨２



Ｓ‐

Ｄ‐

Ｄ２

Ｓ２

Sl

Dl

S2

村 城  進  2ヒ

松 本  崇   ′

駒 田 匡 史  ｀

山 田 隆 一  ′

鎌 田 正 幸  ｀

山 田 隆 -0ヒ

鎌田正幸 2ヒ

15

4
0

15

15

9
9

二
lり

二|り

二つ
二:り

2

0
貴

0舘 田 真 哉

彦

　

哉

2阿 保 安 彦

1佐 々木  潤4-15
15-

阿 保

佐々木

佐々木

小日桐

安

俊

潤

基

矢

鈴

丸

上

　

丸

〔

太

輔

肇 太

石 黒 剛 史 2 1松 本  章

田 中  肇 野
　
木

　

一
　

日
　
　
一

真 吾

今 市  彰 裕 策

中

　

山

　

　

田

山
　
崎
　
　
中

顕 也 良
　
大
　
　
良

祐  次

8-15

2〔 l:El i〕。

′ 0-15、
0し 6-1り 2

い
り

二′
―
―
ヽ

15-

3-0BT 1 工 3-0BT2 5

Sl

Dl

3〔

2〔

一　

一安 達 俊 晴 2 0野 原 洋 平

は

り0
一
　

造
　
季
　
史

15-1
15-

金

川

親

上

好 麿

智佐旗

隆 之

範 彦

坂 本 修

小 島 祐

小 林 広

寺 本 直

城

満

川

原

ヽ
リ
二′

―
ヽ

Sl

Dl
鎌 田 志 門

春 名  悟

中 村  匡

杵 鞭 丈 朗

潤

2

2〔

小 国 祐 亮 2 0山 口 博 旭

成
　
也
　
幸

15二:〕

"1 
添

岡 本 泰

中 山 卓

小 中 正

15-2、
15-り 0

15-9、
18-1り 0

′
―
―
ヽ
　

　

‘́
―
―
ヽ

BT3-1

Sl

Dl
ヽ
―
ノ

二′
―
ヽ

司
　
介

裕
　
大

上
　
淵

二
　
岩

15- 4〔

宮 澤 幸 雅

橋 本 暁 人 2 0前 日 童 次

前

矢

河

西

田 誠

野 宣 寿
士
　

博

金 本 真 也 野 ■1

岡  正

ｈ
り

二ｒ
ｌ
ヽ

〔

優

〔

松 下 文 雅 2

利 幸也
　
也
　
夫

隆 丸

日1

優永 谷 和 也 2 小 谷

15

ヽ
リ

二ｒ
ｌ
ヽ

永 谷 和

福 り|1 和

佐々木 秀

松 尾  勇

′ 3-15、
Ot_ 0-15り 2

深 迫

末 永

小 谷

小 谷

4-
15-
15-

15、

411
γ

-iJo r + *

3-0

Sl

Dl

2〔

森 田 達

0坪 田 哲 也池
　
　
武
　
岡

小 芦  学

杉

高

藤

山 真

正
　

庸

一
　

和
　
輔

田

　

井

15- 3田 信太郎

田 信一郎

田  淳

′15-4、
2ヒ 18-1り 0

石 井 元 気

ヽ
リ

二ｒ
ｌ
ヽ

15-
Sl

Dl

′
21、

′

2ヒ

2(:

15-12

馬

豪

由

智

0川 村 忠 広小 瀧 仲 治

関 本  稔

15-10、
15-り 0

也
　
一
一　
平

雄

修
　
陽

本
　
原
　
前

山
　
時
　
下 15-4、

12-1511
15-8ノ

千 田

佐 藤

菅 原

及 川

<25>



Sl

Dl

D2

=ina2[ 15-2、
15-5J0 松 尾 邦 正

晃

央

我 妻

高 橋

今 野

大 沼

克 彦

伸太郎

茂 之

剛

′15-9、
2ヒ 15- 7り 0

西 塚 和

下 り|1 裕

柿 崎 孝

石 崎  翼

′15-5、
1 9-1511
｀15-6ノ
2

Sl

Dl

D2

S2

S3

水 口 貴 夫
′15-8、
2t、 15- 2り 0 浅 野 由 裕

森

堂

坂

桜

堂

森

山 史 朗 ′15-2、
2ヒ 15-1り 0

0に 15-1り 2

縄 田  彰

森  啓 記

仁田原 英 樹

則 武  違

下 寛 之

井

井

下

山

学

勝  仁

キ
寛 之 1ケ

ン

′15- 3、

ヒ18三 1り 1 仁田原 英 樹

′15-5、
史朗 2に 15-り 0 則 武  違

BT2 9 金沢市立工業
(石   川 )

(3-0)添 上

(奈‐  良)
BT3 3   _上 尾 (3-0)瑣 浦

(埼  玉) (長   崎 )

Sl

Dl

D2

′15-0、
茶谷徳靖 2に 15-り 0

車  浩  明  ′12-1^
21 15-1011

酒 井 忠 相 ｀15-■ノ

守 屋 昌三弘

三 嶋 康 郎

寄 り11 太 助

藤 田 政 宏

福 田 英 夫

中 嶋 敏 博 ′

山 下  淳   ｀
15

15

8、

り0

Sl

Dl

D2

風 間  純  2 〔

〔

15-
15-り。

り。

中 村 隆 史

鎌 田

中 西

急 式

阿久津

和 樹

洋 介

仁 史

博 将

15 瀬 川  真

柳 り11 昌 弘

宮 崎  央

田 中 康 洋

2 15

′15-5、
2t_16- 3り 。

BT3 0

尾 崎 勝 久

人 軒 基 樹

相 井 健 児

松 本 紘 二

梅 本 修 平

2t15-リ

′15-8、
2t17-1リ

2t15-リ

0荒 井 替 和

0
古 俣  勝

斎 藤 誠 ニ

日 広  聴

矢 木 教 簡
0

BT3 1 高 松
(香
商 業  (3-0う

~百~百
工
~〕

「

~
崎)リD (宮

Sl

Dl

D2

′15-6、
東 雅樹 2ぃ5-4J0 本 城 哲 也

久 保

小比賀

植 田

前 原

直 輝

昭 仁

― 基

亮 裕

〔

〔

1

1

5 ヽ

り。

3、

り0

武

嶋

松

川

田 和 也
2 5

純  也

順

信

平
2

15-
15-

田

綺

崎 博

<26>



ロ
卜
Ｘ
単

レ

r、

6

Sl

Dl

′15-7、
2t.15- 7リ

2〔 l:二 :〕

′15-10ヽ
2t15-1リ

良
0

0

岩 下 裕

一
一　
大
　
松
　
大

瓶

東

本

石

徳

博

史

晴

真  也

武

　

宏

4ヽ 林 将

古 谷 昭

り11 端 綺

寺 崎 友

本

島

持

塚

　

本

′
21、

′

2t_

′

0ヒ

′

2ヒ

石

　

中

山

田

今

　

回

0

賢

修坂

ヽ
,[
|リ

小 林 広 季 黒 剛 史

修
　
祐
　
大

山 頂 也一
　

造
　
輔

崎 祐 次
中
　
市
　
　
中

壺
　
彰
　
　
肇

15-9、
15-1り 0

3-15、
8-15J2

坂

′1ヽ

倉

平

15-0、
15- 2ン

l。

15-1
15- 3

3-13-1 BT3 8

′

。
し

′
2t

′
21、

′
2t、

池

　

石

森

武

岡

　

岡

井

田

田

田

　

田

0

淳

ヽ
[

ノ

岩 淵 大 介
5-15、
9-15ン12

三 上 裕 司

皆 り!1 信 郎

金 本 真 也

宮 澤 幸 雅

元 気

違

信一部

諄

三 上 裕 司

田 信太郎

18-15、
18-1り 0

15-8、
15-り 0

15-1
15-11

Sl

Dl

S2

鎌 田 志 円

春 名  僣

杵 鞭 丈 朗

原 田 優 樹

鎌 田 志 円

松

駒

山

鎌

　

山

17-14〔

幸

2

小 口 祐 亮 2 0村 城  進

本  崇

田 匡 史

田

　

田

　

　

田

隆
　
正
　
　
隆

ヽ
―
ノ

二′
―
ヽ

10-1
15-
10-1

ｈ
剛
ｒ

ヽ
リ

′

―
ヽ

　

　

′

―
ヽ

3-1BT

茶谷徳靖 0ヒ

車  浩 明  ′

洒 井 忠 相
｀

中 崎 敏 博 ′

山 下  津   ｀

酒 井 忠 相 2t

車 清明2t

今

加

我

高

　

鈴

　

我

野 茂 之

藤  学

奏 克 彦

11 伸太郎

井 純 ―

7-15

8、

6り 0

6-
妻 克 彦15-11

2三 上 紘 由

15-
15-

15-10、
10-1512
9-15ノ

15-2、
15- 3り 0

Sl

Dl

S2

也

也

夫

作

也

′15-4、
2t、 15- 5リ

′15-5、
2t15-1り

′ 3-16べ
Ot 2-1リ

2〔 |:二 :〕

2

関 本 稔

0小 瀧 伸 治松 下 文 雅

永 谷 和

也
　
一
一　
平

雄

修
　
腸

本
　
原

前

山
　
時
　
下

永 谷 和

福 り|1 和

佐々木 秀

杉 山 大

0時 原 修 二

<27>

）軍
ヅ

（

　

ニ

ユ
ＨＨЦ

上
レ
・″

Ｌ
ｌ
，

Ｌ

ヽ

Ｌ

上
′ヽＸ́交４オー

学子男

0石 渡 浩 二

Ｓ‐

Ｄ‐

Ｄ２

Ｓ２

Ｓ３



Ｓ‐

Ｄ‐

Ｄ２

Ｓ２

輝

敏

基

裕

直

和
　
一　
亮

保

官

田

原

久
　
二
　
植
　
前

′11-15、

ヒ4-1り 2

′15-5、

t i5- 1り
0

′15-8、

ぃ5-1り 。

彦
　
　
樹
　
児
　
一
一　
平

和

　

基

健

紘

修

田

　

軒

井

本

本

深

　

八

相

松

梅

2

2

前 田 丈 博 0

久 保 直 輝 稲 垣 翔 悟
わ
り

二ｒ
ｌ
ヽ

Sl

Dl

橋 村 竜 彦 2t

鎌 田 和 樹  ′

中 百 洋 介 ｀

急 式 仁 史 ′

平 山 政 史 ｀

学

0水 口 貴 夫

森

堂

坂

桜

山 史 朗

下

井

井

寛 之

勝 仁

15- 3

15-3、
15-り 0

15-12、
15-1り 0

男子学校対抗戦

準々決勝

-1 乙

一
一　
大
　
松
　
大
　
　
二

瓶

東

本

石

　

瓶

′15-6、
2t、 15-3り 。

′ 7-15、
0し 11-1り 2

′17-14、
2t.15-4り 0

中

杵

鎌

春

　

鎌

村

鞭

日

名

　

田

良 匡

悟

0小 日 祐 亮

真 也 丈  朗

武
　
宏

　

良

志   門

志  門

Sl

Dl

S2

S3

2〔

′

0ヒ

′

2ヒ

′

Ot

2〔

9-15、
9~1リ

15-1り

14-17、
0-15リ

15-9、
15-リ

0

茶 谷 徳 靖 1橋 本 暁 人

酒 井 忠 相

山 下  淳

車  清 明

中 嶋 敏 博 宮 澤 幸 雅

酒 井 忠 相

車  浩 明 0岩 淵 大 介

10-15
15-

司
　
介
　
也

裕
　
大
　
真

上
　
淵
　
本

三
　
岩
　
金

2二 上 裕 司

-243 -045

Ｓｌ

Ｄｌ

陀

”

“

松 下 文

佐々木 秀

松 尾

永 谷 和

福 りll 和

福 り|1 和

也

也

也

也

本 修 一

島 祐 造

持 大 輔

塚  賢

本 修 一

島 祐 造′,ヽ

〔

坂

11:  2 0小 林 広 季

永 谷 和

15-9

夫  ′ 1-15、
01 1-1512

J:   ヽ   ノ

ｈ
リ

二´
―
ヽ

・ｎ
υ
ｏ

二

一

′
―
―
，ヽ

′15-6、
2t15-り 0

坂

′」ヽ

倉

平

Sl

Dl

′
2に

′
2に

′
2ヒ

15-10橘 村 竜 彦 0前 田 丈 博

ヽ

り。

15-8、
15-13り 0

鎌 田

中 西

急 式

阿久浄

和 樹

洋 介

仁 史

博 将

15-1
15-

久 保

小比賀

植 田

前 原

直 輝

昭 仁
― 基

亮 裕

<28>

ヽ
―
―
ノ

二′
―
ヽ

岩 下 裕 一



男子学校対抗 )キ

,すt

準決勝

-1

′15-2、
2! 7-1511
1`5-●ノ  中

′15-10ヽ  洒
2111-1511
1`5-2ノ  山

6

イ
ー

‐
ヽ

15

橋 村 竜 産 2 15 0茶 谷 徳 靖

鎌

中

急

平

田 和 樹 車  浩 明

西 洋 介 嶋 敏 博

式 仁 史 井 忠 相

山 政 史 下  津

二 瓶  良  2

大 東 真 也
2

中 村 寿 史

松 本  武
1

大 石  宏

大 東 真 也 2

〔l:二 :〕 0

′ 5-15、
115-812
l`l-1〔′

′15-0、

ビ5-1り 0

3

夫

也

15 0松 下 文 雅

也

也福 ′|1 和

g;n* ,5

bE ,
*'6 ta

fl,rfh

Sl

Dl

Sl

Dl

S2

第 1ダブルスは第 1ゲーム、上尾ペアが鎌田のロン
グサービスでいきなり2点を連取し、そのまま相手の
目子があがる前に一気に押し切った。第 2ゲームの中
盤から金市エペアも自分たちのベースを取り戻 し、 1
ケームを奪い返した。ファイナルゲームは序盤、一進
一退のつばぜ り合いを展開していたが、中盤から上尾
ペアが左 (鎌日)、 右 (中西)の忠が合い、金市エペア
を突き放した。
第 2ダブルスは、 1ゲームロ、 2ゲームロとも自熱
した好ゲームで 1対 1になり、ファイナルゲームに突
入した。ファイナルゲームは上尾ペアがゲームの主導
権を握り続け、 15-2で 快勝した。
なお、第 2ダブルスの終盤から隣のコー トで始まっ
た第 2シングルスは、金市工の車が 1ゲームロを 15
-8で とり、2ゲームロを5-4で リー ドしていたが、
第 2ダブルスの決着が付いたことで途中打ち切 りとな
った。
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勝する。第 2ゲーム松下は2-4と 必死に食い下がる
が相手のスマッシュ、ネットプレーのコンピネーショ
ンの良さから8-2と リー ドを許し、攻守に安定した
二瓶が連取した。
第 1ダブルスは大東 。中村組が主導権を握り6-1
とリー ド、その後も一方的なゲーム展開となり9-1
と差は開くばかりであつた。第 2ゲームも相手のリズ
ムを崩すことができなかった。
第 2ダブルスは、立ち上がリー進一退の好ゲーム展
開を思わせたが、永谷・福川組が5-1と リー ドする。
相手のミスもあつたが波に乗った攻撃でコンピも良く
11-2と リー ド。松本・大石組が追いかける展開と
なったが、最後はネットミスで松本・大石組がゲーム

を落とす。第 2ゲームは、互いに一進一退のゲームと
なり、4-4。 この展開から抜け出たのは松本 。大石
組だった。一気に 7点連取で 11-4と リー ドを広げ、
このまま行くかと思われたが、永谷・福川組も本来の

調子を取り戻し、8-12ま で違い上げた。 しかし、
松本・大石組が積極的なスマッシュ攻撃で逃げ切り、
ファイナルゲームに入った。第 3ゲーム、松本・大石
組は第 2ゲームのムー ドを大切によい立ち上がりを見
せ、 8-3で チェンジエンド、ところが後半コンピの
乱れとミスから11-14と 逆転され、永谷・福川組
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序盤から6-0と リー ドした。それに対し熊本中央・
正木はねばり強いプレーで 7-4と 盛り返したが、岩
脇の角度のあるスマッシュ、 ドロップで揺さぶられ、
11-4で 岩脇が先取した。第 2ゲームは、正木が 3
-0と リー ドしたが、岩脇の緩急をつけた強気の攻め
で 11-3で 振 り切った。
第 1ダブルス、埼玉栄の実カペア久家・大熊組に対
し、準々決勝旭川実業戦で敗れた福重姉妹ペアが気迫
の入ったプレーで第 1ゲーム 13オールセティングに
追いつくと2人のコンピネーションが冴え、安定した
レシープカで 18-15で 先取。第 2ゲーム、久家・
大熊組が 5-0と 先攻したが、福重組が攻撃に転して、
勢いづき15-5で 一方的に一日L
第 2ダブルス、埼玉栄 原田・村上組、熊本中央
引地・松浦組の対戦は開始早々から一進一退の自熱 し
たゲームになり、第 1ゲーム熊本中央が逆転で 15-
13で先取、第 2ゲームは埼玉栄が 11-14か ら同
点に追いつき、 17-14で ファイナルゲームに。第
旦ゲームは 14-10で 熊本中央がマッチポイントを
握ったものの勝ちを意識したのか、プレーが消極的に
なり埼玉栄が反撃。村上が左利き原田を生かしたプレ
ーで同点に追いつき、 17-15で 村上・原田組が逆

第 2シングルスは、埼玉栄 久家が第 1ゲームを先
取したが、熊本中央 松本が第 2ゲームで粘 り抜き、
ファイナルゲームに。第 3ゲームは、粘る松本に久家
がネットブレーを多用し、前後に揺さぶ り11-4で
退け、決勝進出。 2連覇に王手をかけた。
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和

正

東薔
一

川

留

ＪＬ

細
福
帳
一

史

将

仁

博

尾 〕
急 式
阿久津 〔

15- 8
15- 7

磨(埼  玉・上
BD
7 〕

邊 和 人
西 隆 雄
口・下関中央工業

山 本   篤
山 崎 茂 紀

山  )

渡
1小
(山

′

ヒ
10-15
15- 7
15- 8

2

(福  井
BD

鴨巣

正
晃

徳

邦

和
淑

尾

塚
京

松

西ｎ〉

輔

弘

大

基
メII 前
笹  島

(奈  良・奈 良市立一条
BD

〕
井  学
井 勝 仁
潟・北

誠

{蓼i  千ロ

工

′

ヒ
18-14
15-13

坂

桜

池

崎

蒲

山

田 越(大  分・日
BD
10 〕

良

嘉

縄

茂一
暁

賢

　

央

野

田
中

藤

武

山 〔
17-14
16-17
15- 9

松

比

(沖

2 1 光

媛

興  太

中 部 工 業  )
BD
ll

次

樹

幸

直

日

野原

田

日

内

山

慎

学

裕

業

田
藤

工

原

工
前 〔 〕

15-10
16- 6

森・弘

2

り11  )
BD
12

人

朗

健

祥

介

也

之清

智

業 〔 〕
15- 4
16- 9

瀧
瀬

工

大

廣

岡鶴形(山

近

2 0  1角

子  東   )取・米

敬

多

葉

草

〓■
，

本

地成

潤

泰

業

添

本

工

川

岡

津 〔 〕
15-12
15- 4

松

菊

(千(佐

学

0

BD
14

幸

介

和

洋
鹿

野
坪

島

羽

児

内

新

鹿

林

沼

安

小
大

京 〔 〕
15- 2
15- 3忍 0

児 島(福  島・帝

雅  貴

BD
15

商

士

士
宮

健

武

新

西

田

山

福

(和 歌

松

川 〔 〕
15- 9
15-17
15- 8

本   崇
上 優 人
暁重 業

BD
16

行

慶

憲

一〕
16- 9
15- 4

藤 原
山 崎
(島  根〔

小野寺   歩
岩  本  健

(京

0

京

人  2

江   西   )

<40>

′15-2、
2115- 6 1
ヽ     フ

′15- 7、
2ヒ15-6.J

)

ヽ

BD
13



BD
17

鈴 木 健 二

市 り|1 典 孝
(栃  木・作新学院高等部  )

′

21、

15- 2
15- 3

ヽ

り°
島  貴 章
西 野  喬
(徳 島・城 東   )

BD
18

′

21、

9-15
15- 7
18-15

山

田

(広

山
′」ヽ

崎 広 一
林 英一郎
坂  )

本  逸 夫
村  大 輔
島・祗  園

ヽ

り 1
1ヒ )(長  野・須

BD
19

′

2ヒ
18-15
15- 2

林  広 季
本  直  史
城・常 総 学 院

武 田 信一郎
岡 田  淳

(福  岡・九州国際大学付属 ) 〕
′」ヽ

0寺
(茨 )

BD
20

谷  辰  三
海  宏 哲
知・岡 崎 城 西(沖 縄・南  風

城  好 麿
満 智佐旗
原  )

深

新

(愛

金

川

′

21、

ヽ

J0

15- 1
15- 7

)

BD
21

坂 本
新 沢

(千  葉・千 葉 敬

康市朗

義 謙
愛  )

梶 谷 瑞 樹

狩 野 晋 利

(島  根 。松   江

′

21、

15- 8
15- 2

ヽ

り0 西   )
BD
22

南指原

藉 飼
橋

仲  吾
直  之
東   )

山  口
松  本
(鳥  取

優 介

聡

(群  馬・前

′

21、

15- 3
15- 5

ヽ

り0 米 子 西 )

BD
23

斉 藤 拓
14ヽ  松  亮
(秋  田・秋〕

河  野  剛  士
前  田 童  次

(高 知・高 知 東 工 業  )

′

21、

15- 9
10-15
15-11 田   )

BD
24

自

0小
(岩〕

16- 3
15- 7

)

幡 義 経
山  勇
手・盛岡大学附属(

山 田 隆 一
鎌 田 正 幸 2

暁     )重
〔

橋

山

(大

本 洋 人
下 泰 巨
分・情 報 科 学

′

21、

15- 4
15- 9

ヽ

ノ10

梅 本 修 平

松 本 紘 二

(滋  賀・延暦寺学 園比叡 山 ) )

BD
26

帯 津
田 中
(山  梨

淳松

矢

16- 4
15- 2

ヽ

」0
本

野

章

〔真 吾 2

(北北海道・旭 り|1 工 業 ) 日

稔

川   )
BD
27

′

2ヒ
15- 7
15- 4

菊 地 淳 平
石 沢 友 秀

(山  形・日本大学山形   )

口 博 旭
山 卓 也
賀・唐 津 工 業

山

中

(佐

ヽ

り0
)

BD
28

古 谷 昭 博
小 林 将 徳 2

(神奈川・川崎総合科学   ) 久   )

′15-

ヒ
5-
3、
ワ   |‐
リ

北 村 拓 登
0前  田 哲 也
(和 歌山・耐

BD
29

田 純  一
本  智  章
岡 。星

和  也
純  也
業   )

花

山

(静 臓  )(宮  崎・宮

田

田

工

′

21、

15-
6-1
15-

ハ ヽ

5 11
9ノ

武

嶋

崎

村  山
古 谷
(栃  木

小 谷  優
′」ヽ  谷    日」

(鹿 児島・鹿 児 島 商 業

′

21
,  ｀

15- 7
16-12 〕0

真 吾
貴 史
作新学院高等部 )

BD
31

′

21、

ヽ

」
茂

0川
(福

小 芦  学
高 田 正 和

(京 都・京 都 両 洋  )

15- 7
15-12

呂

上

井・

俊 司
善 和
勝 山   )

BD
32

西

山

(岡

古 俣   勝
斎 藤 誠 二

(福 島・会 津 工 業  )

′

21、

18-14
15- 6

ヽ

り
0

岡  大 宗
名  正  晃
山・瀬   戸 南 )

BD
33

′

21
ヽ

蔭

岡

(徳(長  崎。政

津  田 哲  洋
宮  崎   央

浦   )

15- 6
15-12

ヽ

」0
山  弘  明
田 知  大
島・城 東   )

BD
34 〕

明
0森

(富  山

黒 剛 史
山 顕 也
第 一  )

地 清 貴
本  功
庫・姫 路 工 業  )

石

中
′

21、

16- 7
15- 8

(
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日

本
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試合

番号
負 選 手 氏 名

(県  名・学  校

男子複 第 2 口 戦

(県 学

勝 選 手 氏 名   スコア
校  名  ) )

BD
35

川 端 ‖
` 
史

0寺 崎 友 晴
(神奈川・川 合 学(京  都 。西

春  名  悟
鎌  田 志  門
乙   印||  ) 〕

′

21、

15-11
15- 2

)

BD
36

駒  田 智  史
吉 田 将 太 2

(長  崎・11  成 )
〔

ヽ

」 1
今

芳

(長

貴  幸
安  宏
長  野 業

11-15
18-14
15-12

井

川

野 )

BD
37

(岩  手・前

杉

木

(静

千  田 一 馬
佐  藤   豪

沢   )

′

2 1
t

15-11
15-12

ヽ

り0
山  卓
村 泰 久
岡・沼 津 園 )

BD
38

廣
瀬

田

渡

(岡

毅

泰  人
原   )

内

川 21
ヽ

15-11
15-11

ヽ

り0
中 佑 弥
邊  稔
山・水 島 工 業(大  阪・柏 )

BD
39

直 輝
昭 仁
業   )

久 保
小比賀

(香  川・高 松 商

急 式 仁 史
阿久津 博 将
(埼  玉・上 尾

′

21、

15- 6
15- 6

ヽ

り0
)

BD
40 2〔

ヽ

Jl

武

宏

(熊 本・八 代 東 )

山 本
山 崎
(福  井・

篤

茂 紀

山

12-15
15- 8
15- 5 )

BD
41

)
〔

川 前
笹 島
(奈 良・

大

基

奈

輔

弘

市立一条(南 北海道・札

官 澤 幸 雅

金 本 真 也 2

16-17
15-10
15- 6

ヽ

り1
)

r
21、

蒲

山

(大

誡

俊 和
日 田 林 工 )

我 妻 克 彦

高 橋 仲太郎
(宮 城・宮 城 県 工 業  )

15- 6
15-11,

ヽ

り0
池

崎

BD
43

)

r
21、

藤
武

(愛

15- 1
15- 2

ヽ

」0
)(富  山・高

田 中  肇
今 市  彰
岡 第 一

野  賢 一
日  暁
媛・松 山 中 央

BD
44

)
〔

時  原
山 本
佐

原
エ

(青 弘

15-10
15- 8

ヽ

り°
修  二
雄  也 2

田  学
藤 裕 慎

(広  島・安 ヒ 前 業 )

BD
45

)
〔

田

崎

大

廣

(山

瀧  清
瀬  智
形・鶴

18-14
15- 5

ヽ

」0
深

尾

(滋  賀・延暦寺学

和 彦
勝 久 2

之

也

岡 工 業 )比 山

BD
46

久

佐

(愛

15- 6
15- 5

ヽ

」0
川  添  潤
岡 本 泰 成

(佐 賀・唐 津 工 業  )

野 元 嗣
藤 潤 一
知・岡 崎 城 西

2〔

)

BD
47 〕

′」ヽ

0大
(福

林  雅  貴
沼   忍
島・帝 京 安 積

坂

小

総(茨  城・常

本  修  一
島  祐  造
だ
` ,し
   ヽ

す  lπ   ′

15- 6
15- 4
r
21、

)

BD
48 〔

15-12
16- 4

丸

上

一 良 太
田 大 輔 2

松 本  崇
0メ |1 上 優 人
生二 重・   暁〕≦北北海道・旭 り|1 工 業 ) )

BD
49

r
21、

15- 2
15- 8 〕

石

池

井  元  気
田 信太郎
際大学付属 )(福  岡・九州

小野寺

0岩 本
歩

健  人
京 都 両 洋( 都 )

BD
50

車

酒  井
(石  川・金沢市立工業

明

相
r
21、

15- 1
15- 3

ヽ

ン10

浩

忠

鈴

市

(栃

木 健 二
川 典 孝

) 木・作新学院高等部  )

<42>

本

石

松

大

Ｂ‐

４



BD
51

三 上 裕 司

岩 淵 大 介 2

(南 北海道・ホL 幌  第 一 ) 〔
ヽ

」
山

0小
(長

15- 3
15- 3

晰  広 一
林  英一郎
野・須 坂   )

BD
52

武  田 信一郎
岡  田  淳

(福  岡・九州国際大学付属 )

阿 保 安 彦

佐々木 俊 哉
(青 森。東 奥 義 塾

′

21、

ヽ

Jl

15- 7
9-15
15-11 )

BD
53

金 城 好 麿
0川  満 智佐旗
(沖  縄・南  風

植  田 一 基
前 原 売 裕

(香 川・高 松 商 業  )

′

21ヽ
ヽ

リ
15- 6
15- 9

原   )
BD
54 2〔

ヽ

り 1
山 真  一
井 庸  輔

坂 本
新 沢

(千  葉。千 葉 敬

11-15
15- 5
15- 2

廉市朗

義 鎌
愛  )

杉

藤

(京 都・京 都  両 洋   )
BD
55

r
21、

夕1頁

東

15-12
15- 2

ヽ

ノ10
大

良

真 也
東  )

南指原 伸 吾
鵜 飼 直 之

(群 馬・前 橋 東 )(熊  本・人  代
BD
56

r
21、

15- 4
15- 1

ヽ

り0寄

嶋

川

月熊
1  自椰

太  助
上   )

河  野  剛 士
前  田 童  次
(高 知・高 知 東 工 業(奈  良・添 )

BD
57

r
21、

田 端 公 人

自 鳥  円り 史
星  )(東  京・明

15- 5
15-12

ヽ

J0

山  田
鎌  田
(二  重

隆 一
正  幸
暁 )

BD
58 〔

中 嶋 敏 博

茶 谷 徳 靖 2

(石  川・金沢市立工業   )

15- 4
15- 9

ヽ

J0

梅 本 修 平

松 本 紘 二

(滋  賀・延暦寺学園比叡 山 )
BD
59

松 下 文 雅

永 谷 和 也

(大  阪・大  阪  学  芸   )

r
21、

15-11
14-18
15- 7

松 本   章
矢 野 真 吾

(北北海道・旭 川 工 業 )

ヽ

Jl
BD
60

菊 地 淳 平
石 沢 友 秀

(山  形。日本大学山形   )

r
21、

15- 4
7-15
15-10

山

下

潟

史 朗
寛 之
1ヒ

森
1堂

ヽ

'」

越   )
BD
61 〔

5-15
15- 5
15- 7

古 谷 昭 博
小 林 将 徳 2

(神奈川・川崎総合科学   )

渡

大

(愛

ヽ

」1
部 順  一
中 洋  茂
媛・新 田   )

BD
62

′

2t
15-12
15- 4

ヽ

」0
村  松
宮  岡
(山  口

武 田 和 也

嶋 田 純 也
(宮  崎・宮 崎  工 業  )

壮  一
浩

野  田 学  園  )
BD
63

′

21、

15- 2
18-15

今 野 茂 之

大 沼  剛
(宮 城・宮 城 県 工 業  )

ヽ

」
小  谷  優
0小 谷   剛
(鹿児島・ 児 島 商 業  )

BD
64

(京  都・京

仁田原 英 樹
縄  田  彰
(岐  阜・県立岐阜商業

小

高

都

芦

田

両

′15-13、
21、 1じ-6」 0

学

正  和
洋   ) )

BD
65

(福  島。会

古

斎

俣  勝
藤 減 二
工 業  )

′

2ヒ
15- 8
9-15
15-12

ヽ

り 1
津

宮

(長

田 哲 洋
崎  央

浦

中 西 洋 介

鎌  田 和 樹
玉・上     尾  )

15-13
15- 7

岡11

顕〕
′

2ヒ
黒

山

山

史

也

石

0中
( 岡

<43>

BD
66



試合

番号

男子複 第 3 口 戦
勝 選 手 氏 名   スコア

〈県 名 名   )校   名   )
負 選 手 氏 名
(県  名・学  校

BD
67

(京  都・西

春 名  悟
鎌  田 志 門
乙   ]11  )

15- 9
15- 9 0

駒 田 智 史
田 将 太
崎・11  成

′

21ヽ 〕
( )

BD
68

廣
瀬

(大  阪・柏

般

泰  人
原   )

内

川

18-16
15-18
18-17

′

21ヽ

ヽ

J l

千

佐

(岩

田 一 馬
藤   豪
手・前 沢 )

BD
69

ヽ

Jl

武

宏

松 本
大 石
(熊  本 代 東

久 保
小比賀

(香  川・高 松 商

直 輝
昭 仁
業   )

′

2ヒ
15-11
11-15
15- 9 ノヽ )

BD
70 〔

ヽ

Jl

我

高

(宮

官 澤 幸 雅
金 本 真 也 2

幌 第 一 )

15- 6
12-15
15- 7

妻 克 彦
橋 仲太郎

( 北海道・札 宮 県 工 業 )

BD
71

)

ヽ

」0
時 原
山 本
(広  島

中

市

′

21ヽ

15- 7
15- 8

田

今

(富  山・高  岡

修 二
雄 也
佐   北  )

BD
72

′

2ヒ 〕
(

深

尾

(滋  賀・延暦寺学

川
0岡
添  潤
本 泰 成
賀・唐 津 工 業  )

田

崎

18-13
18-17

和 彦
勝 久
比叡山 )

BD
73 〔

ヽ

り0
15- 9
15- 4

丸 一 良 太
上 田 大 輔

(北北海道・旭 り11 工 業 )
BD
74

車  浩 明
酒 井 忠 相

(石  川・金沢市立工業   )

′15-6、
2ヒ 5-10,」 0

井 元 気
田 信太郎
岡・九州国際大学

石

池

(福 )

BD
75

武  田 信一郎
岡  田  淳

(福  岡・九州国際大学付属  )

′

21ヽ

16-10
15- 8

三 上 裕 司
0岩 淵 大 介
(南北海道・ 幌 第
〕

)

BD
76

(1曽F  メ11・

植  田 一  基
前 原 亮 裕

松  商 業   )

坂 本
新 沢
(千  葉

康市朗

義 謙
千 敬 )

BD
77

(熊  本・人

二 瓶  良
大 東 真 也

代  東  )

月に
1  良「
太  助
添 上   )

′

21、

15-12
15- 8

ヽ

!0
´ ヽ
寄

奈

嶋

川

良
BD
78 〔

中 田

自

(東

15-11
15-10

〈石

茶  谷
‖・金沢市立工業

敏 博
徳 靖 2

)

端  公 人
鳥  剛  史
京・明

ヽ

」0
星 )

BD
79

ヽ

」1
松 下 文 雅

永 谷 和 也
(大 阪・大 阪 学 芸  )

菊 地 淳 平
石 沢 友 秀

(山  形・日本大学山形

′

21、

11-15
15- 6
15- 7 )

BD
80 〕

武 田 和 也

嶋  田 純 也
(宮 崎・宮 崎 工 業  )

古 谷 昭 博
1小 林 将 徳
(神奈川・川崎総合科学

′

21、

15- 8
11-15
15- 2 )

BD
81

学

和

ヽ

」0
小  芦
高 田 正
(京  都・京 両 洋

今 野 茂 之

大  沼  剛
〈宮 城・宮 城 県 工 業

′

21、

15- 9
15- 2

) )

BD
82

(埼  玉・上

中 西 洋 介

鎌  田 和 樹
尾   )

′

2ヒ
15- 2
15- 7

ヽ

10
´
 (

古 俣  勝
斎 藤 誠 二

福 島・会 津 工 業 )

<44>

肇

彰

坂 本 修 一

小 島 祐 造 2

(茨 城・常 総 学 院  )

′18-17、
2ヒ15-12_り 0



試合

番号

男子複 第 4 ロ 戦
勝 選 手 氏 名  スコア

(県  名・学  校  名  )
負 選 手
(県  名・学

氏 名

校  名  )
BD
83

内  般
川 泰 人
阪・柏 )(京  都・西

春 名  悟
鎌  田 志  門
乙   り!|  )

′

21、

15- 4
15- 9

ヽ

り0
原

廣

瀬

(大

BD
84

)

久 保
小比賀

(香  川・高 松 商

直 輝

昭 仁
業   )

′

21、

15-11
11-15
15- 7

宮 澤 幸 雅

金 本 真 也

(南 北海道・札 幌 第

ヽ

り1

BD
85

田 中  肇
今 市  彰

(富 山・高 岡 第 一

′

21

′  ｀

18-13
15- 7

深 田 和 産
尾 崎 勝 久

(滋  賀・延暦寺学口比叡山 )

ヽ

り0

BD
86

)

坂
′」ヽ

総

本  修 一
島 祐 造
学 院  )

′

21、

15-11
17-16

ヽ

り0
車

酒

(石(茨  城・常

浩 明
井 忠 相
川・金沢市立工業

BD
87

植 田 一 基

前 原 亮 裕

(香  川・高 松 商 業  )

′

1ヒ
3-15
15- 3 〕

キ武

夕1岡

ン(福

田 信一郎
田  淳
岡・九州国際大学付属 )

BD
88

(熊  本・人

二 瓶   良
大 東 真 也

代  東  )

中

茶

(石

′

21、

15-.7
15- 6

ヽ

」0
嶋 敏 博
谷 徳 靖
川・金沢市立工業 )

BD
89

松 下 文 雅

永 谷 和 也

(大 阪・大 阪 学 芸  )

武  田 和 也
嶋  田 純 也
(宮 崎・宮 崎 工 業

ヽ

」0
′

21、

15- 6
15- 5

)

BD
90

(埼  玉・上

中 西 洋 介
鎌  田 和 樹

尾  )

今 野 茂 之

大 沼  剛
(富 城・官 城 県 工 業

′

21、

15- 3
15- 2

ヽ

.サ

0

)

試合

番号

BD
91

男子複 準々決勝

勝 選

校

手 氏 名

(県  名・学 名   )
名   悟

〔
15- 7
15- 9

久 保  直
鎌 田 志 門 2 0小比賀 昭 仁

(香 川・高 松 商 業(京  都・西   乙  剛11  )
BD
92

一
造

修

祐

院

本

島

学

坂

小

総 〔
18-16
15-11

ヽ

」0
田  中
今  市
(富  山

肇

彰

(茨  城・常
一

、

′

一

第
一

日
一

―
■高

一BD
93

二

大

瓶 良 ′

ヽ

15-13
15- 4

ヽ

リ
植

前

(番

田 一 基
原 亮 裕東 真 也 2

代  東  )
0

(熊  本・八 川・高 松 商 業 )

BD
94

一　

　

　

　

＞

一介

樹

一洋

和

尾

一西

田

一中

鎌 2〔
15- 4
15- 9

ヽ

」
松
永

伏
一

審
一

雅

也

阪
一

文

和

大

下

谷

阪(埼  玉・上

<45>

スコア  負 選 手 氏 名
(県  名・学  校  名  )



男子複
淮~T~ 決 勝

BD95
坂本 修一

2

小島 祐造
(茨城・常総学院

春名 悟
0

鎌田 志門
(京都・西乙訓 )

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

＞

¬

」3 ]

二瓶 良
1

大東 真也
(熊 本・八代東 )

2

14-17
15-8
15-9

BD96
中西 洋介

嫌田 和樹
(埼玉・上尾)

第 1ゲームは春名・鎌田組のサービスで始まり
立ち上がりは3-0と 春名・鎌田組がリー ドを奪
う展開。坂本・小島組はサービスのフォル トを2
度取られながらも、徐々に盛 り返 し、 4-4と な
り、一進一退の攻防となる。春名・嫌田組が相手
ペアの攻撃をしっかりとレシープし、チャンスを
着実に決めるラリーで一時は7-4と リー ドを奪
う。そこから、坂本・小島組のレシープと前衛か
らの素速い攻撃によるプレッシャーで、 8-8か
ら春名・鎌田組のサービスレシープがアウトにな
り、流れは変ってしまう。 12-8と 一気に流れ
をものにした坂本 。小島組は、さらに粘り強く攻
撃を連続 し、春名・鎌田組も懸命の レシープで食
い下がり 13-11と する。会場も春名・嫌田組
の粘りに盛 り上がるが、 14-11か らブッシュ
ミスで、苦 しみながらもゲーム終盤の流れをもの
にした坂本・小島組が第 1ゲームを先取 した。
第 2ゲームは、坂本・小島組が 3-0と リー ド
サービスオーバーはあるものの、一気に7-0ま
で。タツチの速いレシープ、そこからの攻撃の展
開で春名・鎌田組も応戦するが、流れを変えるこ
とができない。 2-8と 盛 り返す場面でも、サー
ビスを連続 して一発のプッシュで相手コー トに沈
め、完全に坂本・小島組のベースとなる。 14-
2と 一気にマッチポイントを奪い、春名・鎌田組
の最後の粘 りも坂本・小島組の壁を打ち崩すこと
ができず、 15-3で 坂本 。小島組が決勝戦進出
を決めた。

第 1ゲーム、上尾のサービスで始った試合は、
激しいドライプの打ち合いから、多少スピードで
上回る上尾が優位に試合を運ぶ展開となった。八
代東はよく攻め、相手のレシープミスを誘い、中
盤 8-6、 9-7、 10-3と 、上尾リードの 2
点差の攻防が続いた。この後、攻守に上回る上尾
が相手のミスにも助けられ、 14-3と ゲームポ
イントを握る。しかし、中盤から動きの良くなっ
た八代東がよく攻め、着実にポイントを重ねて、
14オ ールのセティングに持ち込んだ。波に乗る
八代東は、この後、 3ポイントを連取して、逆転
で第 1ゲームをもぎ取った。
第 2ゲームは、動きの良くなった八代東が序盤
リードするが、上尾もスピードとうまさで追い上
げる一進一退の展開となった。中盤、八代東は、
後で打ってネット前で決める攻撃パターンでリー
ドするが、上尾も攻撃に転じ、食慢のプレーでし
のぎ、スピードが落ちてきてミスが多〈なってき
た八代東に9-8と逆転、一気に15-8と 第 2
ゲームを奪い返した。
ファイナルゲーム、序盤から長いラリーで攻守
譲らず、競った試合展開となった。八代東は、ネ
ット前に落とす配球が有効で、相手のミスもあり
7-5と リードするが、上尾もよく攻撃し、7-
7と 中盤どちらも一歩も減らず、鎌田のスマッシ
ュが相手右コートに決まり、8-7と上尾がリー
ドしてチェンジエンドを迎えた。上尾はその後も
よく攻撃し、相手のミスにも助けられ、一気に 1
4-8と マッチポイントを握り、最後は大束のネ
ット前からのスマッシュがパックパウングリーラ
インを割り、 14-9で 上尾、中西・鎌田組が決
勝に駒を進めた。

<46>



男子複 決  勝
BD97

坂本 修一

小島 祐造
(茨城・常総学院)

「 17-16¬
21      10
L15- 5」

中西 洋介

鎌田 和樹
(埼玉 。上尾 )

関東同士の対戦となった決勝戦は、まず上尾が 8-1ま で一気にリー ドしたが、その後常総が追
い上げ、 10-10と なった。 12-12、  14-14と 競り合いが続き、セティングの後、 17
-16で 常総が第 1ゲームを取った。あまリラリーが続かず、まだ固さの取れていないゲームであ
った。

第 2ゲーム、常総は4-0と リー ド、上尾が 5-6ま で追い上げたが、その後常総は着実にポイ
ントを重ね、 15-5で 勝利をおさめた。
振 り返 ってみれば、準決勝でファイナルゲームを戦った上尾の方が時間的な余裕が少なく、充分

決勝に向けて集中 しきれなかったのかもしれない。対戦相手に対する威圧行為ということで、イエ

ローカー ドを出されたり、サービスでフォル トを数回取られる等、ルールの学習、修得がまだまだ

必要である。

<47>



試合

番号

女子個人対抗戦 (複 ) 第 1 戦

(県  名・
勝 選 手 氏 名
校  名  )

負 選 手 氏 名
(県  名・ 校

ス コア

名   )

口

GD

1

(福  井・足

杉  本  とも子
山 崎 菜 穂

】ヨ     )

ヽ

ノ10

′

21、

15- 8
15- 9

佐  野
カロ 藤
(静  岡・

な さ

かお り

富_  宮 東  )

2

GD 向  美  江
岩  田 絵 吏

(広 島・鈴 峯 女 子  )

′

21、

川

井

(宮

越  裕  子
野  亜里沙
宮 崎 商 業

10-15
15- 6
15- 7

ヽ

り 1
)

〕
冨 士越

矢  野
乙

.中

0川
(山

美

美

貴

奈

穂 商 業

あゆみ

愛 子
ヨ||    )

′

21、

15-10
15- 6

澤

崎

梨・(京  都・西
)

GD

4 〔
地

重

水

1金
井  めぐみ
城 舞 子
城・常 総 学

恵

奈津子  2
子    )

ワ|

福
(熊  本・熊本中央

(奈  良・添

15-12
15- 1

ヽ

J0
亀

鳥

春

寛

上

′

21
′  ｀

15- 7
4-15
15- 5

蝉: 田  良
田 所  め ぐみ
(宮  城・聖 ウルスラ学院 )

井

飼 子 〕
( )

GD

5

GD

6

中 江 由 美
上 田 絵 美
賀 女 子  )

′
i

21
ヽ

15-
10-1
15-

2、
5 11
9′

鈴 木 麻 利

関  真 澄
(山  形・山形城北女子(滋

)

GD

7

井 香 織
田 千 綾
青 陵  )(新  潟。新

倉

藤

′

21、

15- 0
15- 4

ヽ

_り

0

山 根
松  本
(鳥  取

道  子
梨  絵
境 )

GD

8 2〔
原 加奈子

奈  緒
子   )

ロ

好

15- 4
17-14

ヽ

り0(福  岡・精

宮
′」ヽ

(千

田 洋  子
柳  奈津子
千 敬 愛  )

GD

9

ゆ

瑞

(青

枝 元 亮 子
0玉 西 令 奈

武
′」ヽ

葉

井

林

学

か

貴

)

2〔
15- 1
15- 1 〕

城( )

GD
10

(

守 屋 仁 美
岩 田 直 子

(岡  山・山 陽 女 子

藤 奏 恵
野 亜 紀
手。前

2〔
15- 6
15- 3 〕

佐

0広
)

GD
ll 〔 〕

西 洋 子

須 崎  藍  2
(和歌山・新

ひ とみ

千 夏
南)

15-11
15- 7

平

F5

縄

0川
(沖 原   )

GD
12

岡 部
吉 田 〕(

亜  衣
佳奈実

蔵   )
2〔
12-15
15- 6
15- 6

佐久間 淑 子
1渋 谷 有 美
(神 奈川・北鎌倉女子学固 )

知・高

美  希
愛  娘
子   )

中

藤 2〔
15- 6
15- 2

ヽ

フ10

野

伊

≦高 知・土 佐

澤  登
桑 原
(長  野

弘 実
利江子

松 代   )
GD
14 〔

ひ とみ

真 緒 2

)

茂

黒

木

川

15- 1
15- 3

ヽ

フ10(東 京・日本 館

高  島
荒 木
(島  根

さなえ

弥  生
大 東   )

GD
15

岩

池 2〔
6-15
15-11
15- 4

ヽ

り 1
重  陽  子
田 美  里
島 女 子  )

岩  岡  知
中 田 麻
(南北海道・札

子

美

幌 静 修 )
(鹿 児島・鹿

〔
祝

脇

満 子
陽 子 2

貴 子
裕 子

(佐 賀・佐

15- 9
7-15
15-10

ヽ

り 1
)

武

宇

兵( 田 学 )

<48>

GD
3

GD
13

GD
16

田

川

由 . □



GD
17

杉  山  梢
渡 辺 絵 美

(栃 木・宇 都 宮 南  )

加賀谷  優  紀
播  磨  由佳子
(秋 田・横 手 城 南

′

21、

15- 6
15- 4 〕0

)

GD
18

東   純  子
高 桑  由香里

(富 山・高 岡 西 )

′

21、

15- 2
15- 6

小  野
0依  田
(千  葉

亜希子

麻  希
東 葉   )〕

元 木 千 恵

梶 原 由 紀
(大  阪。大阪信愛女学院  )

、 黒 川
10 栗
ノ (島  根

真 子
加奈子

大 東   )

15- 3
15-10
′

2 
ヒ

加 藤 麻 実

山 内 香 織

(愛 媛・新 居 浜 西  )

矢

中

(山

18-13
15- 6
′

2t
ヽ

ノ10

崎 詠 子
澤 亜矢子
梨・甲 府 商 業 )

GD
21

大 園 奈 緒

山 り|| いづみ
(長  崎・鶴鳴学園長崎女子  )

日 野
野  津
(鳥  取

′

2ヒ
15- 3
15- 5

ヽ

ノ10

由希江

美保子

境 )

GD
22

松 本 芙美子
南  美 里
山   )(京  都・西

若

安

(秋

松  沙希子
井  美 由紀
田・能   代 西   )

′

21に

15-13
15- 7

ヽ

ノ10

GD
23

(群  馬・前

斉 藤 友 美

藤 生 仁 子

橋  東  )

ヽ

り 1
原  ロ
水  本
(宮  崎

郁 子
真由美

妻

′

2t.

8-15
15-12
15- 7 )

GD
24

由佳子

智 美
池

′

21.
15- 7
15- 9

ヽ

ノ10

伊 集
勝 連

(沖  縄・宮

愛

恵理奈

古   )

石  原
谷  中
(岐  阜 田   )

GD
25 〕

′

21に

15- 1
15- 3

久 家 あす加
大 熊 倫 子

(埼―]←埼 玉 栄 )

長谷川

0円  谷
(福  島

美由紀

知 香
尚 志   )

GD
26

′

2t
長 瀬  由 希
長 瀬 麻 希

(栃 木・宇 都 宮 南  )

大

春

(長

森  沙  織
原  陽  子
野・上  田 東   )

15- 4
15- 6

ヽ

ノ10

GD
27

′

21、

仮 屋  美樹子
大 迫 理 恵

(鹿児島・鹿 児 島 女 子  )

松 尾  恵
今別府 彩 子
(兵 庫・園 田 学 園

15- 9
15-11

ヽ

り0
)

GD
28

′

2t
15- 2
15- 4

ヽ

り0
田 村 恵 里

西  宏 予
(石 川・金 沢 向 陽  )

味 岡 杏 奈

矢 野 久美子
(徳  島・城 東   )

GD
29

松 浦 裕 子

荒 木 理 恵 2

(熊  本・熊本中央女子   )

山 田 真 希
皆 メll 絢 子
(神奈川・横浜創英短大女子 )

15- 7
15- 4 〕0〔

GD
30

梓
奈津子

園  )

辻  本
吉 村
(二  重

′

21に

15- 7
15- 9 〕0

琴 絵
祥 子
暁

長  尾
金  野

(青  森・千 葉 学 )

GD
31

朝 稲 晶 子

木 村 いつ佳
(和 歌山・那 賀   )

′

ウ [‐ [
ヽ

15- 3
15- 2

ヽ

ノ10

加 茂 路 代

納 富 直 子

(佐 賀・佐 賀 女 子  )
GD
32

山

茶

(高

2〔
15- 5
15- 2

ヽ

り0
森  香 織
渡 辺 靖 子

(茨 城・土 浦 第 二  )

中 彩  路
畑  由 香
知 。清 和 女 子 )

橋

田

(福

江 藤 香 織

倉 満 麗 華

(大 分・昭 和 女 子  )

本  泰  恵
口 千  恵
井・足 羽   )

GD
34

瞳

きくみ

子  )

青

福

(岩

鎌  田
中 村

(広  島・鈴 峯 女

′

21、

15- 7
5-15
15- 4

ヽ

り1
野  友  希
崎  華  織
手・盛 岡 市 立 )

<49>

Ｃ‐

‐

Ｃ‐

２

Ｄ

　

‐
３

Ｃ‐

３

ヽ
１
１
ノ

一　

一

０́

６
０

ｒ
ｌ
ｌ
ｔ



試合

番号

女子複

勝 選 手 氏 名  スコア
(県  名・学  校 名   ) 校   名  )

手

・学

選

名

負

県
氏 名

GD
35

石

山

(北 北海 道・旭  り|

子

美

広

直

黒

重 〔
15-6
15- 7

ヽ

リ
杉  本
山 崎
(福  井

とも子

菜  穂
足

2 0

実 羽
GD
36

富士越

矢 野
乙

12-15
15- 9
18-14〔 〕

江

吏

峯

美

絵

鈴

田

島

向

岩

広

み

子

ゆあ

愛

訓(京

2

西 子   )
GD
37

引 地  恵
福 重 奈津子 2

(熊  本・熊本中央女子   )

15- 5
15- 1

紗也香

弘  美〔 〕0川
(山

好

田

ロ 央中ロ４

一

“
μ

一GD
38

黒

戸

川

15-13
15-12

菜

子

春

寛

添

井

飼

良

子

明

奈加

千

央

川

城

中 〔 〕
亀

鳥

(奈

0

上(香  川・香
GD
39

美

美

賀

由

絵

滋

江

田
賀

上

田

村

原 〔
ヽ

リ
中
上

〈滋

園 子
万美子

栄  )
2 0

子(埼  玉・埼   玉

15- 0
15- 5

15- 9
15- 5〔 〕

松 田 美 穂
尾 上 紀 子 2

〈長 崎・鶴鳴学園長崎女子 )

井

田

潟

倉

藤

新

繊

綾

香

千

新 潟 青
15- 0
15- 4

紀

圭

肯

　

―

．′
　

秒

田

中

重

飯

山

三

子

緒

奈加

奈

子

口
好

女

原

三

華精岡 〔 〕(福 阪   )
GD
42

15- 8
15- 9

ゆ
瑞

千

井
林

森

美

華

麻

美

寺

永

城

王

福

安

天

′
|

,

t

ヽ
1

1

:

ノ

武

0 ′」ヽ
(青

か

貴

学 園(大  阪・四
GD
43

15- 0
15- 4

美

子

仁

直

山

屋

田
山

井

田

向

田
舛

沢 〔 〕
守

岩

(岡

恵 0

(石  川・金 子   )

美  幸

GD
44

藤  瀬
小野里

西  洋 子
須 崎  藍
(和 歌山・新

美

希

ぐめ
美

東

2 0

(群  馬・前 宮   )
GD
45

亜 衣
佳奈実

岡 部
吉 田
(愛  知

末

赤

和昭分大

子

代

聡

美

子

綱

尾 0

蔵   )
GD
46

15-10
15- 8

希

娘

佐

美

愛

土

中

藤

知

野

伊

村

村
西
木 〔 〕

二  月
加 代子

簿||    )

2

(京  都・西   乙 子   )
15- 7
15- 6

み

緒〔 〕
茂 木
黒 川
(東  京

薇

乃

薇

文

志

ロ

張

出 0

(福  島・尚 館    )日本橋
15- 7
17-16〔 〕

岩

0池
伏 屋 朱 美

森  鶴 子
・県立岐阜商業

重  陽
田 美
児島・鹿 児(岐

子

里

女 子  )
GD
49

8-15
15-12
15-12

子
鳥

明

飛

藤

井

近
横

子

子

満

陽

子女

祝

脇

賀 〔 〕(佐  賀・佐 新 居 浜 西
GD
50

15- 9
15- 2〔 〕

郷

紀

敏

夏

西

井

閥

　

岡

藤
杉 山
渡 辺
(栃  木山・高

梢

0 美絵

宮 南

田
田

<50>

第 2回戦

)

GD
40

GD
41

r15- 5、
115-5 1
 ヽ     ノ

r15-3ヽ
115-2 1 ヽ    ノ

ひ と

真

)



GD
51

15- 4
15-12

西   )

森   かお り
中 内 景 子

(福  岡 。九州国際大学付属  )

東   純  子
高  桑  由香里
(富  山・高  岡

ヽ

り0

GD
52

′

21

)  ｀

15- 3
13-15
15- 5

ヽ

り 1
青

仲

(静

,1,

梶

(大  阪。大阪信愛

木  千 恵
原  由 紀
女学院

山 愛 子
野 佳 苗
岡・静 岡 城 北  )

GD
53 2〔

15- 5
15- 4

)

ヽ

り 0

カロ

山

(愛

橋  美  紀
田 真里子
工  業   )

藤  麻  実
内 香  1繊
媛・新 居 浜 西

高

神

沢(山  形・米
GD
54 〔

前  田 亜 貴
池 端 亜 衣 2

(奈  良・市立高田商業   )

15- 8
15- 9

ヽ

フ10

大

山

(長

園  奈  緒
川  いうみ
崎・鶴鳴学園長崎女子 )

GD
55

′

2 
ヒ

米 田 佳 代
薄  真理子

(香 川・高 松 商 業  )

15- 2
15- 7

ヽ

リ
松 本 美美子
0 南  美 里
(京 都・西 山   )

GD
56

塩

塩

沙 織
真 弓 2

15- 5
15- 8

ヽ

フ10

斉 藤 友 美

藤 生 仁 子

(群  馬・前  橋(北 北海道・旭 り:1 実 業 )

崎

崎 〔 東 )

GD
57

′

21、

15- 2
15- 3

ヽ

ノ10

伊 集   愛
勝 連 恵理奈
〈沖 縄・宮

媚 山 映 里

前  田  幸
(新  潟 。新  潟  青  陵   ) 古   )

GD
58

久

大

(埼  玉・埼

家 あす加
熊 倫 子
工  栄  )

′

2 
ヒ

18-15
15- 9

ヽ

.′
10

小  田 真 澄
谷  口 貴 美
(岡  山・山 陽 女 子 )

GD
59

佐 合 友 麻

加 藤 郁 子

(愛 知・愛 知___菫_徳_ )

瀬  由 希
瀬  麻 希
木・宇 都 宮 南  )

′

2t
17-14
15- 7

ヽ

ノ10

長

長

(栃

GD
60

稲
1森

仮

大

屋

迫

美樹子

理  恵
子   )(鹿児 島・鹿 児 島

′

2ヒ
8-15
15- 9
15-13

,ヽ

リ
(

子 田 朝  美
永 裕  美
口・中 村 女 子

GD
61

里

予

田 村
西

(石  川・金  沢  向

恵

宏

陽

′

21
,  ｀

9-15
15- 0
15- 1

ヽ

り1
上 あかね
嶋 梨 絵
賀・延畳寺生』国比叡山 )

藤

勝

(滋

GD
62

′

2t
西 城 真理子
貴 田  愛

(宮  城・馳 _∠
レス_差 院 _

15-10
15- 4

ヽ

ン10

松

荒

(熊

浦 裕  子
木 理 恵
本・熊本中央女子) )

GD
63

常 世 奈
須々木 志

(東  京。日本格女学館
帆

′

21
)  ｀

12-15
15-11
15-11 〕

1

長

金

(青

尾  梓
野 奈津子
千 学 園  )

GD
64

15- 6
15- 1

・

110
ノ

本  多 実

沼 田 真奈美
(南北海道・札 幌

加 茂 路 代

納 富 直 子

・佐 賀 女 子  )

′

21
ヽ 修 )(

CD
65

森  香
渡 辺 靖
(茨  城・土

織

子
江 藤 香 織

倉 満 麗 華

和 女 子  )
2〔
15-10
15- 1

ヽ

″10
(大  分・昭 )

GD
66

中 井
三  浦
乙

きくみ

峯 女

′

2t
15- 7
15- 1

ヽ

り0
鎌

中

広

田

村

(京 西

美 沙
はぎ野

田1  ) )

<51>

2〔

七 )



試 合

号

ロ女子複 第 3 戦

勝 選 手 氏 名  スコア
い _・ 学 校 名 ) 校   名  )

手

。学

選

名

負

県
氏 名

GD
67

石

山

15- 5
15- 6

黒

重

子

美

広

直 〔 〕
富士越
0矢  野

あゆみ

愛  子
西   乙Gロヒ海 旭  り|1 実

"1    )

都

〔
黒

戸

(香

加奈子

千 明
ワ|

福

本・熊本 中央

恵
奈津子 2

)

15- 9
15- 8

川

城

川・

ヽ
―
―
フ
0

子 中 央  )川
GD
69 〔

美 穂
紀  子

園 子
万美子

栄  )

松

尾

上

田

村

原

15-13
15-10 〕

田

上

崎

2

(埼  玉・埼  玉 長崎女子 )鶴鳴学
GD
70

′
[

[

[

ヽ

加奈子

奈 緒
15- 8
15- 8 〕

口
好

岡

原

三
福

美

奉

麻

美

寺

永

城

王

福

安

天
0

(大  阪・四 精 華 女 子
GD
71

藤
′lヽ

(群

め ぐ美

美 希
前  橋

瀬

里

馬

野

井

田
向

田
舛

沢
恵 0

〈石 川・金

美  幸

GD
72 〔

ヽ
[

[

[

ノ

子
代

聡

美

子

綱

尾

女

末

赤

和

西 村 二 月

木 村 加代子
(京  都・西  乙
0

剛||(大  分・昭

15- 9
15-11

〔
15- 6
15- 1

ヽ
[

[

I

プ

薇

乃

薇

文

志

ロ

張

出
　
一

屋 朱 美
鶴 子

(岐

伏

2 0  森
(福  島・尚 立岐阜商業

15- 4
15- 1'〕

郷

紀

敏

夏

西

井

閥

　

岡

藤
祝

脇〔
子

子

満

陽

賀 佐(富  山・高 子   )
九

梶

(大

木 千 恵
原 由 紀
板・大阪信愛女学

森  かお り
中 内 景 子 2

15- 5
15- 2 〕〔 0

(福  岡。九州国際大学付
GD
76

高  橋
神  田
(山  形〕

貴

衣

亜

亜

業

田
端

商田 〔
前

池
美 紀
真里子0

米(奈  良・市立 工 業  )

15- 7
15- 2

GD
77

崎

崎

15- 7
15- 3〔

米 田 佳 代
薄  真理子
松 商 業  )

沙

真〕
塩

塩
織

弓

川 実 業 )
川・高

2

海道・旭
GD
78

15- 6
15- 5〔

一　

　

陵青

里

　

島

幸

劇

映

　

新

山

田

潟
一

媚

前

加

子

すあ

倫

栄 〕
久

大

家

熊 2

(埼  玉・埼   玉
GD
79

17-14
10-15
15-12

屋

迫

仮

大

麻

子

友

郁

合

藤

淑

佐

加

知 〔 〕
美樹子

理 恵
・鹿 児 島(鹿 児 子(愛  知

CD
80

11-15
15- 2
15- 2

理子

愛 〕
西

貴

(官  城・聖 ウル ス

村 恵 里
西  宏 予
_り ||・金 沢 向〔
(石

城

田

田

学院  )
GD
81

カロ

納

(佐

15- 6
15- 4

常  世
須 々木

代

子

茂

富

奈

帆

奈

志 〔(東

0

館 佐 子
京・日本橘 学

直

GD
82

江

倉

(大〕
織

華

香

麗満

分

井

浦

中

三 〔 0

女 子
(京  都・西   乙

沙

昭

15- 6
17-16はぎ野 2

田
田
田

<52>

GD
68

地

重

r15-3、
115- 1 1
 ヽ     ノ

〕



試合

番号

女子複 第 4 戦ロ

勝 選 手 氏 名  スコア 負 選 手

(県  名・学
氏 名

(県 名・学 校 名 ) 校   名  )
GD
83

石

山

15- 9
15-10

(北 北海道・旭 り!1 実 業 )

地   恵
重  奈津子
本・熊本中央女子

黒

重 〔 〕
弓|

0福
(熊

広  子
直 実  2

)

GD
84

福 永 麻 美

安 城 美 華

(大 阪・四 天 王 寺  )

村 上 園 子

原  田 万美子
(埼  玉・埼  玉 栄

′

2t
15-12
15- 9

ヽ

ノ10
)

CD
85

田 井 美 幸

舛  田  恵
(石 川・金 沢 向 陽  )

綱  聡 子
尾  美  代
分・昭 和 女 子

ヽ

り0
′

21、

15-10
15-11

末

赤

(大 )

GD
86

張  薇 薇
出  口 文 乃

(福  島・尚     志  )

ヽ

り1
間  敏  1椰
藤 井 夏 紀

(富  山・高  岡 西   )

′

21.
15- 9
10-15
18-16

GD
87

森  かお り
中 内 景 子

(福  岡・九州国際大学付属´ )

田 亜 貴
端 亜 衣
良・市立高田商業 )

′

2 
ヒ

15- 8
15- 3

ヽ

し10
前

池

(奈

GD
88

久 家  あす加
大 熊 倫 子

(… 埼 玉 栄 )

′

2t
15- 5
15- 9

ヽ

り0
米 田 佳 代
薄  真理子
(香 川・高 松 商 業  )

GD
89

西 城  真理子
貴  田  愛

(宮  城・聖 ウルスラ学院  )

′

21、

15-12
15- 1 〕0

佐 合 友 麻

加 藤 郁 子

(愛  知・愛 知 __壺生_菫 )

GD
90

中 井
三 浦

′

2t
15- 6
15- 5 〕0

常 世 奈 奈

須々木 志 帆
(東  京。日本橋女学館(京  都・西  乙

美 沙
はぎ野

田1    ) )

試合

番号

女子複 準々決勝

(県  名・学  校   名  )
勝 選 手 氏 名  スコア 負 選 手 氏 名

(県  名 。学  校 名   )
GD
91

石

山

(北北海道・旭 り|1 実 業 )

黒

重

15-10
15- 6

ヽ

フ10

広  子
直 美  2

福

安

(大

永  麻  美
城  美  華
阪・四 天 王 寺〔

)

GD
92

張  薇 薇
出  口 文 乃
(福  島・尚

田 井 美
舛  田

(石  川・金 沢 向 陽

‐    _

■■   ′

恵
)2ヒ

15- 5
15- 8

ヽ

り0 志   )
GD
93

森

中

(福(埼 玉

久

大

家 あす加
熊 倫 子
工  栄  )

′

21、

15-18
15- 8
15-11

かお り

内 景  子
岡・九州国際大学付

ヽ

り 1
)

GD
94

真理子

愛

(宮 聖

西 城
貴 田
ルスラ

中 井
0三 浦

美 沙
はぎ野

西  乙

′

21
,  ｀

15-11
15- 5 〕

)

<53>



女子複
淮~下~ 決 勝

GD95
田井 美幸

2

舛 田 恵
(石川・金沢向陽

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

＞
]

石黒 広子
0

山重 直美
(南北海道・馴1簸 )

5

0

一　

　

一

西城真理子

貴田 愛
(官城・ヨウルスラ)

第 1ゲーム、やや固さの見られる両ペア、ミス
でラリーの切れる出足となり、序盤は5-2で 向
陽 リー ド。旭川ペア、固さが取れないまま、ネッ
トミス、サイ ドヘのミスが続き、 10-4。 後半
ラリーは続き出すが、向陽ペアはペースを崩さず
15-5で 先取。
向陽ペアの強打で第 2ゲームがスター ト。 2-
0で向陽 リー ド。 しか しその後向陽ペアにコンピ
ネーションミスが重なり、 4-2と 旭川ペアが盛
り返す。 このあたりから実力校同士の一進一退の
攻防が見られ、5-5、 8-8と 接戦が続く。ネ
ットプレー、ハーフ球を使い出す旭川ペア、 10
-8向陽 リー ドで後半に入る。終盤の好ゲームを
期待 したが、旭川ペアはミスが出て、向陽ペア 1
4-8で マッチポイントをむかえる。一旦サイ ド
アウ トで旭川ペア 2点 を返す意地を見せるが、 1
5-10で ゲームセット。終始固さからレシープ
に冴えが無く、ミスを多発 してしまった旭川ペア
が向陽ペアの強打に屈 し、 40分で終了。

第 1ゲーム序盤はお互いに安定 したレシープカ
で勝ち進んできただけに、一進一退。久家・大熊
組の攻撃力が冴え 10-8と リー ド。西城・貴田
組が久家 。大熊組のレシープの甘さをつき、徐々
に追い上げたが、埼玉栄ペアが晨急をつけたプレ
ーで第 1ゲームを先取。
第 2ゲーム、西城・貴田組のコンピネーション
が冴え、前に出ての攻撃で4-0と リー ド.反撃
に出た埼玉栄ペア、 1-4か ら大熊のサービスフ
ォル トが出てリズムを崩し、 7-1と ウルスラペ
アがリー ドをひろげた。中盤長いラリーを制 しリ
ズムを取 り戻 しかけたが、西城・貴田組の攻撃が
冴えわたり、 15-8で 取り、ファイナルゲーム
にもつれ込んだ。
第 3ゲーム、久家・大熊組が正確なレシープカ
で西城・貴田組のミスを誘い、 7-1と リー ドを
ひろげたが、ウルスラペア粘 り強いプレーで追い
あげ、 10-10。 勝負を意識 した西城・貴田組
の攻撃 ミスが目立ち、終始落ち着いてブレーを続
けた久家 。大熊組が 15-11で 制 し、決勝進出
を果たした。

女子複
率分
口
Ｈ
層決

15- 5

15-9

¬

」GD97 2 0

久家あす加田井 美幸

舛田 恵
(石川・金沢向陽)

大熊 倫子
(埼玉・埼玉栄)

本大会女子ダブルス決勝は、準決勝を楽に勝ち上がった金沢向陽の田井・舛田組と、ファイナル
ゲームを接戦の末進出した埼玉栄の久家・大熊組の、お互いに初優勝を目指す決勝戦となった。
第 1ゲームロ、田井・舛田組のショー トサービスからゲームが始り、気迫に勝る田井・舛田組が5-0と リー ドをひろげ、久家 。大熊組が追いかける展開となった。久家 ,大熊組は自分たちのペ
ースをつかもうとするが、ネット前のミスから点は開き 10-3と なり、もう一歩波に乗り切れな
い様子であった。田井・舛田組は ドライブ、 ドリプンクリアで相手を後に追い込み、ネット前の主
導権をにぎり、 15-5と 第 1ゲームを先取 した。
第 2ゲームロ、順調に立ち上がった久家・大熊組だが、 3-1か らネット前を制され、一気に 3-8と 逆転され、少 し気落ちした雰囲気を漂わす中攻撃を続けていくが、 レシープが甘くなり、 6-13ま で リー ドされた。常に攻守に安定 した田井・舛田組が自分たちのプレーを崩すことなく、
食い下がる久家 。大熊組を 15-9と 破り、ゲームを連取 した。終始攻め続けた田井・舛田組がゲ
ームカウント2-0で 快勝 し、初の栄冠を手に入れた。
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GD96
久家あす加

2

大熊 倫子
(埼玉・埼玉栄 )
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試合

番号

男子個人対抗戦 (単 ) 第 1 ロ 戦
勝 選 手 氏 名

校  名  )
ス コア 負 選 手 氏 名

(県  名・学  校(県  名・学 名   )
′

ワ |‐ 1
ヽ

15-12
15-12

ヽ

」達 家 大 輔

(長 野・中 野 実 業  )
0原 田  学
」上 _主型 _血_工 業  )

BS

1

BS
2

′

01‐
 l
ヽ

15- 3
15- 6

ヽ

ン10
山 崎 俊 和

(大  分。日 田 林 工  )
沢 田 祥 浩

⊂■型 生」L___ 」 __)
BS
3

′

ヽ

17-14
16- 9 〕金 本 真 也 2 0真 鍋  崇

__(菫 _二 1工 __二 __二 _主 _(南 北海道・札 幌 第 )

BS
4

′

ヽ

15- 6
16- 0

ヽ

」0西 田 鉄
(京 都・立 _金__笙__宝」宣

平 2 中

(咀

原 利  通
口・山L 口__D

BS
5 史 2「

L_三

15- 4
15- 5

ヽ

」0駒  田 智
成  館

書 野
(神 奈川・横

庸

(長  崎・創 浜 )

BS
6

r
21、

18-16
15-.6

ヽ

り0稲 垣 翔 悟

(滋  賀・延暦寺学園比叡山 )
今

(富

市  彰
山・高 岡 第 )

BS
7

′

21、

15- 3
15- 8

ヽ

ン10
石 井 元 気

(福 岡・九州国際大生生二_D
河

(静

島

岡・富

洋

士 )

BS ′

2 1
t

18-15
14-17
15-12

ヽ

り1斉 藤 拓 則

田   )
松 田 雄 人
に 垂二丞_」ヒ_童_」L__主__(秋  田・秋

BS
9

′15

2ヒ15
-13、
-6J菊 地 草 多

(千 葉・千 葉 __塾 _量__D
伊 藤 邦 彦

重 __量璽L条 _上 業 _ユ __
BS
10 ′j、

京

林 雅 貴
変__二__⊃

′

21、

.15- 8

11-15
15-13

ヽ

り1 則
(嵯 _

武  達
皇二塁立鐘皇菫菫___」__(福  島・帝

BS
ll 板  崎 勇  樹

′

21、

16-10
15- 9

ヽ

り0 川佐
添 潤

唐 津 工 業東  京・関
BS
12 松茂良 興 太

部 工 業

′

2 
ヒ

15- 7
15-10

ヽ

J 0
内

山沖

BS
13 成  相  圭   2

′

ヒ
15- 9
17-18
15- 1 〕

1 千 田
岩 手・

馬

広  島・祗 1ヒ 前 沢

BS
14 哺 田 純 也
宮 崎・宮 崎 工 業

′

21、

18-14
13-18
15- 8

ヽ

り1 石山
沢 友 秀
形 。日本大 山 形

川 上 善 和
福 井・勝    些___

′

21、

15- 9
15-12

ヽ

」0 明 地 清 貴兵 庫・姫 路 工 _菫
BS
16 梶 谷 瑞 樹

江  西

′

21
ヽ

15-10
15-10

ヽ

」0蔭 山 弘 明

島 松 島・ 東

<55>

8

( )

田 直 樹
梨・日     り!1  )

)

BS
15



BS
17 鈴 木 崇 之 2「

ヽ

15-12
15- 7

ヽ

」0小 谷  優栃 木・宇 宮 児島・鹿 児 業
BS
18 田 中 佑 弥

山・水 島 工 業

′ 9-15、
2115- 5 1
1`5- 3 ノ

1藤 川

島・城

薫

東
BS
19 松 井 洋 太

京・関 東 第 一

′

21、

15-12
15-12

ヽ

」0 山 田 隆二 重・
BS
20 茶 谷 徳
石 川。金沢市立工業

靖 2
′

ヒ
15-12
15- 3 〕0 細 り|1 和 志兵 庫・東  播 磨

BS
21 池 田 信太郎
昼 _岡・九州国際大学付属

′

21、

15-10
1-15
15- 6

ヽ

J l
日野原  幸 次
山 ・ 日 川

BS
22 藤 野

媛・松 山 中
賢

′

21、

18-14
15-12

ヽ

り0 内 野 和 幸鹿児島・鹿  児 島
BS
23 荒 井

津 エ
善 和 2〔

15- 3
15- 9

ヽ

ノ10
藤 原

根・
憲  行

福 松 西
BS
24 カロ ヨ膠  靖

山  "

′15-6、
21 17-18 11
1`5-5ノ

武  田 和
宮 崎・宮

也

福 井・勝 工 業
BS
25 阿  保 安 彦

塾

′

21、

6-15
15-11
15- 4

ヽ

J l
神  原
栃  木・

大

都 宮 南青 森・東
BS
26 鎌 田 志

ヨ11
F月   2〔
15- 2
15- 3

ヽ

り0
′」ヽ

静

野 昌 之
・伊京 西 乙

BS
27 堀  直 人 2〔

15-10
17-16

ヽ

」0 田 添
長 崎・

亮

」し
BS
28 カロ 藤

武 台 千

健 生
r
21、

15- 5
15- 3

ヽ

り
。今 井  貴 幸

野・長  野千

BS
29 笹 島 基

良市立一条

弘  2 〔
15- 1
15- 4

ヽ

J0
前 田 童 次
高 知・高 知 東 エ奈  良

BS
30 寺 崎
神奈川・川崎総合科 .

友 晴 2 r
t

.15- 8

8-15
15- 9

ヽ

り1 水新
口 貴 夫
潟 越

BS
31 伊 藤 俊 幸
岩 手・花 巻 農 業

′
21
ヽ

18-17
15-12

ヽ

り0 金 城 好 麿沖 縄・南  風 原
BS
32 丸 良 太

′

21
ヽ

15- 7
15- 9

ヽ

」0 小 森 基 貴和歌山・那北海道・旭 || 工 業

BS
33 岡 本 泰 成

唐 津 工 業

′

21
ヽ

15- 7
15- 6

ヽ

J0 佐
々木

秋  田・由
勝

利  工  業佐

BS
34

′

21
ヽ

7-15
15- 6
15-11

ヽ

り 1 青 木 昌 彦山 口・西愛 知・岡
佐 藤 潤

西 京

く56>

(群  馬・前 )
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試合

番号

男子 単 第 2 ロ 戦

勝 選 手 氏 名 ス コ ア

(県 名・学 校 名 )

負 選 手 氏 名

(県  名・学  校 名   )

久 保 直 輝

‥ 摯 _商二 )

´

“

_● ヽ
r`υ   し 、
2115-410達 東 大 輔
ヽ  ノ

(長 野・中 野 実 業 )

BS
35

BS
36 金 本 真 也 21

(南 北海道・ホL 幌 第 一 ) ｀

15- 7
15- 7 山

(大

崎 俊 和
分・日 田 林 エ )

ヽ

フ10

BS
37 酒 井 忠 相 2

(石  川・金沢市立工業   )
0西 田 鉄 平

(京 都・立 命 館 宇 治

15- 7
15- 2

)
〔 〕

BS
38 駒 田 智 史
(長 崎・創 成 館 )

′

21ヽ

17-14
15- 6

)

ヽ

り0 久
(愛

野  元  嗣
知・岡 崎 城 西

BS
39 ・ 三 上 紘 由

(宮 __」■豊二曇_昼_二 お  )

′

21、

15- 9
15- 4

ヽ

ン10
稲

(滋

垣 翔 悟
賀・延暦寺学固比叡山 )

BS
40 竜 彦 21

尾  ) ｀

12-15
16- 3
15- 8

ヽ

Jl
石

(福

井 元 気
岡。九州国際大学付属 )

橋 村

(埼  玉・上
BS
41

田   )
斉

(秋

藤 拓 則
田・秋

三 嶋 康 郎

(奈  良・添     上  )

r
21、

15- 1
15- 4

ヽ

J0
BS
42 菊

(千

瓶 .良  2
15- 8
15- 2

ヽ

り0 地 草 多
葉。千 葉 敬 愛  )(熊 本・八 代 東 )

〔
BS
43 ′」ヽ

(福

林 雅 貴
島・帝 京 安 積  )

L E * ffi 2r
(lLlLEfi.iE/rt r*)\

ヽ

J0

15- 8
15- 7

BS
44

)

r
21、

15- 7
15- 5

ヽ

J0
板 崎 勇 樹

(東  京・関 東  第 一  )
前  田 誠 一
(高  知・高 知 東 工 業

BS
45

越   )

ヽ

り1〔松茂良 興 太 2
(沖 縄・中 部 工 業  )

森 山 史 朗

(新  潟・北

2-15
16-11
15-12

BS
46

)
〕春 名  悟   ワ |

(京  都・西  乙  ,1~ )~t

15- 3
15- 8 0成

(広

相

島・祗

圭

園 1ヒ

BS
47

ヽ

J0
坂 本 修 一

(茨 城・常 総 学 院  )

′

21、

15-10
15- 3 嶋 田 純 也

(宮 崎・宮 崎 工 業  )
BS
48

山   )

ヽ

」1柴 田 匡 史

(岡 山・倉 敷 工 業  )

′

21、

15-12
10-15
15- 5

川  上 善  和
(福  井・勝

西   )〕1
10-15
17-14
15-13( 重

村  城   進  21
暁     ) ｀

梶 谷 瑞 樹

(島  根・松  江
BS
50

)

′

21、

15- 4
17-14 〕10仲 尾 修 一

(大 阪。比 花 学 院  )
鈴 木 崇 之

(栃 木・宇 都 宮 南

<57>
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BS
51

(京  都・洛
古  川 裕  輔 21

水   ) ｀

15- 0
15- 1 〕0 田 中 佑 弥

(岡 山・水 島 工 業  )
BS
52

15-
11-1
15-

8、
5 11
9ノ

松 井 洋 太

鐘 __速上関_東 __第 二  D
蒲 池  餞
o生_全・Fl___口 林 エ

′

21
ヽ

)

BS
53

15- 7
15- 3 〕0茶 谷 徳 靖 2

1三___1」_:_全塾L立」二二」生_______立 ___

我 妻 克 彦

亜三_塗■宣_塗_塁_ェ 業

′

ヒ
)

BS
64

15- 5
16- 9 池

1量

田 信太郎
岡・
=理
際大学付属 )⊆E上菫 :札 __幌_第

上 裕 司 2

)

′

ヒ
ヽ

」 0

BS
55

16- 5
15-12仁 田原 英 樹 2

止 _三」墨_塑菫上 菫主___上 _
0藤 野 賢 一

_塑L_量二埜_山 _中 _央  )

′

ヽ

〕
1

ノ

BS
66 島 構 造

差 __遊__」

15- 8
15- 5

ヽ

10
ノ

荒

1福

井 善 和
島・会 津 工 業  )盗生__■ 1常

」ヽ

総

′

21
ヽ

BS
57

8-15
15- 6
15-12

カロ

1昼

藤 靖 裕
井・勝 山

′

ワ |‐
 l
ヽ

ヽ

り 1
)に 壁 重

時 原 修 二

BS
58

15- 9
9-15
15-10

阿 保 安 彦

(青 森・東 奥 義 塾

′

21
ヽ

ヽ

J l
)

深  田 和 彦
(滋  賀・延暦寺学園比叡 山 )

BS
59

15- 5
15- 2

ヽ

り0 山 口 優
(鳥  取・米

介

子 西 )(京  都・西  乙
鎌  田 志 門 21

訓 |   )  
｀

BS
60

17-16
15-12. 菊

(山

地 淳  平
形 。日本 大学山形

ヽ

フ10
)(群  馬 。前

堀  直 人 21
橋  東  ) ｀

BS
61 カロ

(千

藤 健 生
葉・西 武 台 千 葉(熊  本 。人  代 )

大  東 真  也 21
東   ) ｀

15- 9
15-12

ヽ

り0

BS
62 笹

(奈

島 基 弘
良・奈良市立一条 )

石 黒 日」 史
(富 山・高 岡 第 一  )

2〔
15-12
15- 7

ヽ

J0
BS
63 寺 崎 友 晴

(神奈川・川崎総合科学 )

松 下 文 雅

(大 阪・大 阪 学 芸  )

′

21、

15- 4
16- 4

ヽ

り0

BS
64 前 田 丈 博
(香 川・高 松 商 業  )

伊 藤 俊 幸

(岩 手・花 巻 農 業  )

′

21、

15-12
15- 7

ヽ

り0

BS
65

ヽ

り0
15-12
15-11丸 一 良 太 21

(北 北海道・旭 り|1 工 業 ) ゝ
岡

(佐

本 泰 成
賀・唐 津 工 業  )

BS
66

(埼  玉。上
中 西

15- 1
15- 3 〕
′

洋  介  21
尾   ) ｀

0佐 藤 潤 一
(愛 知・岡 崎 城 西  )
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試 合

番 号

BS
67

男子単 第 3 ロ 戦

勝 選 手 氏 名

(県  名・学  校  名
負 選 手 氏 名

(県  名・学  校
ス コア

) 塞 __ )
′15-

t15-

n ヽ~  
う

6J0 金  本  真
(南 北海道・札

久 保 直 輝 2

(香 川・高 松 商 業  )
也

幌 第 一 )

BS
68

⊆ )

酒 井 忠
川・金沢市立工業

′
相 21
_)__主

15- 4
15- 5 駒  田 智 史

(長  崎・創  成 館

｀

10
リ

BS
69

遷二」三上 )

18-13
15- 8 三 上 紘 由

(官 城・宮 城 県 工 業

′

21、

ヽ

」0橋 村 竜 彦

_____星_」
BS
70

)

′

21、

15- 5
15- 2 三 嶋 康 郎

(奈  良・添 上

ヽ

り0瓶 良

熊  本・人【 東 )
BS
71 上  田 大

(北 北海道・旭

.板 崎 勇 樹

医 __二 重 _二 五 二 _)

′10-15、
2115- 6 11
1`5- 3 ノ

輔

川 工 業 )

BS
72 春 名  悟  21
(:室__」1■亘____壷 ___]1  ) t

15- 7
15- 2L躍⊥≧_芸 )

BS
73

′

21、

15- 9
15- 2

ヽ

J0
田 匡 史
山.・ 倉 _菫 _工 業  )

坂 本 修 一

CttL__塗上宣__」窒___生 __」星_____〕
柴

廻
BS
74 進

暁 )

仲 尾 修 一

り三_医上些_生 _主_堕__」

′

21、

15- 4
15- 3

ヽ

り
0 村 城
(二  重・

BS
75 裕  輔 21

杢___主__主
松

【墓

井 洋 太
京・関 東 第 )重 _量 土

15- 7
15- 3

ヽ

J0
古  川

BS
76

)

ヽ

り1
(南 北海道・オL 幌 第

上 裕 司 2

)

15-10
4-15
15- 7

茶

(ЙE「

谷 徳 靖
川・金沢市立工業〔

BS
77

)(左__塑二堂
仁田原 英 樹
(岐  阜・県立岐阜商業

′」ヽ

総

′

21、島 祐 造
生i::二__1堕:____二 )

10-15
15- 7
15- 7

ヽ

Jl
BS
78

」ヒ    )

時 原 修 二

(広  島・安  佐

′

21、

15-10
15- 4

ヽ

り0深 田 和 彦

(滋  賀・延暦寺学園比叡山 )
BS
79

東   )

ヽ

J°
堀  直 人

(群  馬・前  橋

′

2ヒ
15- 5
15-11鎌  田 志  門

(京  都・西   乙  副||  )
BS
80

)

ヽ

」0 石 黒 剛 史
(宣__些二壺__岡  第(熊 本・人  _代

真 也 21
藤:___)_主

15-12
15- 5大  東

BS
81 松 下 文 雅

(大 阪・大 阪 学 芸  )
前 田 丈 博
(香 川・高 松 商 業  )

′

2ヒ
15- 7
15- 6 〕0

BS
82 丸 一 良

匙 _上二豊塑(埼  玉・上

′

洋  介  21
尾  ) ヒ

中 西

15- 4
15- 4 〕0 太

川 二 _菫__)

<59>



試合

番号

BS
83

第 4 ロ 戦
勝 選 手 氏 名

校  名
ス コア 負 選 手 氏 名

県 名・学 県 名・学

久 保  直
川・高 松 商 業

輝

′

2 
ヒ

15-13
15- 5

ヽ

J0 酒 井 忠 相石 川・金沢市立工業
BS
84 二  瓶   良  21
玉菫_ヱL・ 生__上 ___東  )_ヽ

16-13
15-11

ヽ

り0 橋 村 竜 彦
止 ≡・上 _ 尾   )

BS
85 春 名  悟  2 〔

15-10
15- 5 〕0板 崎 勇 樹

京 西   乙  馴 東

BS
86 坂 本 体 一

学 院

′

21、

15-12
15-11

ヽ

り0 仲 尾 修 一大 阪・比 花 学 院茨 城・常

古  川 裕  輔  21
水  ) |`

7-15
15- 5
15- 4

ヽ

Jl
三 上 裕 司

壺日L盗二_■lL 幌 第ェ
=__奎
・洛

)

BS
88 ′」ヽ 島 祐 造

学 院

′

21、

17-18
15- 7
15- 4

ヽ

Jl
深

滋

田 和 彦
茨 城・常 暦寺学園比叡山

BS
89 大 東 真 也 2〔

15- 8
15- 5

ヽ

J0
鎌

(京

田 志  門
都・西   乙熊  本・人 主 酬   )

BS
90 中 西 洋 介

_____昼_」

′15-
2ヒ15-

8

7 〕0松 下 文 雅

(大 阪・大 阪 学 芸二重ヒ_王■上 )

試合

番号

男子単 準々決勝

勝 選

校

手 氏 名

名   )
ス コア 負

(県

選

名

手

・学
氏 名

校(県  名・学 名 )

久

松

輝直
薬

保
商 〔

15- 7
17-14 〕0 二 瓶

(熊  本 。人
良

(香  川 。高 代  東   )

BS
91

BS
92 一修

院

本
学

坂

総
2〔
15- 8
15- 4 〕 西

名

都

春

京
悟

c生_塾」常 乙
副

¨ )

BS
93 古 川 裕

水

輔 2〔
16- 6
16- 4 〕0 小 島 祐 造茨 城・常 総京 洛 院

BS
94 中  西 介  2

′

ヒ
9-15
17-16
15- 1 〕 大 束 真 也工聾__杢上ノ三_代型ヒ三二__ 東   )

洋

尾 )

1

く60>

名   )

男子単

一ロ 第・関

Ｓ

８７

Ｂ



男子単 準 決 勝

15-ll

15- 6

BS96

中西 洋介

(埼玉・上尾 )

古川 裕輔

(京都・洛水)

2 0

坂本のロングハイサービスで始った第 1ゲーム
お互いに相手の調子を探り合うような静かな出だ

しでサービスオーバーを繰 り返す。サウスポー久

保の繰り出すスマッシュ、フォアハンドからのリ

バースカットの ドロップに対 して、厳しいパック

ハンドからのクロスのレシープで対抗する坂本。

お互いに凡ミスの少ない緊迫 した試合内容であっ

たが、終盤坂本が 11-9か ら 1回のサービスオ
ーバーをはさんだだけで得点を重ね、 15-9で
先取 した。

第 2ゲームは坂本のショー トサービスから始ま
り、序盤久保がリー ドして試合は進んでいくが、

5オ ールと追いついた坂本がその後 4点連取を 2
度重ね、 13-6と 完全にゲームの主導権をにぎ
り、 15-7で 勝利をおさめた。
尚、両者とも相手のスマッシュを恐れてか、非

常にショー トサービスの多い試合であった。ロン

グサービスを使ったのが、久保は47回 中わずか
に 1回、坂本も61回中 12回 という少なさであ
った。

第 1ゲームは、長身でパワーのある古川が強力
なスマッシで序盤 リー ドすれば、中西が正確で多

彩なショットとレシープカで応戦する展開で試合
が進められていった。中酉が 5-2と リー ドすれ
ば、 古り||が スマッシュトカットが冴え、 6-6に
追いつく試合は、中盤競った展開で後半に入り、
11-11か ら中西がスマッシュと相手のミスに
乗 じて一気に 14-11と ゲームポイントを握 り
、古川のスマッシュがサイドアウトになり、終盤

集中して攻めた中西が先取 した。

第 2ゲームに入り、中西の多彩なショットが冴
だ、相手に得点を与えず、相手をよく振ってミス

を誘い得点を重ねて行き、このゲームも15-6
で取った中西が勝った試合であった。終始安定し
たショットを放った中西が完勝の試合であった。
地元古川も大変よく健闘した。

男子単 決  勝
BS97

15-12

15- 5
中西 洋介

(埼玉・上尾)

坂本 修―

(茨城・常総学院)

2

[
0

複の決勝で対戦 した選手が再び単で対戦することとなり、試合の間にいかに早 く気持ちを切り換

え、単の決勝に集中してくるかが勝敗の重要なポイントになると思われる。

第 1ゲーム序盤、数回のサービスオーバーが続 く。お互いに充分単に集中しているようである。
中西が抜け出し、 6-1、 その後坂本が追い上げて6-6か ら一気に 11-7、 中西が追いついて
11-11、 12-12の 後数回のサービスオーパーを経て、中西が一気に 15-12で 第 1ゲー
ムを取った。
第 2ゲーム、中西が丁寧にコーナーをつけば、坂本は堪え切れずにミスを連発、中西 9-1と リ
ー ド。坂本はベースを変えるためにバックハンドサービスに切り換えて3-9、 その後 5-11ま
で盛り返すが、ミスの少ない中西が確実にプレーを続けて、 15-5で 栄冠を獲得 した。中西は学
校対抗、単の 2冠に揮いた。

<61>

BS95

坂本 修- 2

(茨城・常総学院 )

0 久保 直輝

(香川・高松商業)

「 15-9¬

L15- 7」 [

¬

」



試合

番号

女子個人対抗戦 (単 ) 第 1 ロ
ス コ ア

県  名・学

戦

校

勝 選 手 氏 名
校   名 県 名・

CS

香由

子

畑

女

茶

和 〔 〕 月

岡

望

静

2

岡 子
高 知・清

11- 3
11- 6 美  里

GS

2 田

鹿児島・鹿 児 島

しのぶ

子

ヽ
―
―
プ

二

　

一

〇
〇

１

　
１

′
―

―
ヽ

高 島 きなえ
島 根・大

畠

東
CS
3 寺 本 悦 子

塗・聖 ウル スラ学院 〔 〕
希

橋

2

宮 前

11- 4
11- 2 0小 野里  美

群  馬
CS

4 木  村  加 代子
京  都・西   乙  訂1 〔

竹

長

2

業野

11- 2
11- 2 内  由香利

GS

5 好

中

〓
一
口山口山

一

紗也香

央 〔
11- 6
11- 6

ヽ

リ 希

‐ロ

友

…鵬

野

手

青

岩

2

市  立
GS

6 村

向

田

沢 〔 〕矢山 詠 子
・甲 府
崎

薬
石 川・金

11- 4
11- 0恵 里 2

GS
7 速 水
大 阪。四 條 畷 学

「
ヽ 〕原宮 郁 子

妻

ロ永  子  2
11- 2
11- 1

CS

8 満

子 〔 〕
０
「

１

口

“
μ

須

祗

祝 2 藍

女 宮

子

佐 賀・佐

11- 5
11- 2'

CS

9 屋 朱
阜商業 〔

11- 6
11- 1

ヽ

フ
角  下
神奈川・

伏 0美 2 梨  絵
岐  阜・県立

松

熊  本・熊 本 中央 〔
11-10
3-11
11- 3 〕

山

東子

本 明 子 2

・日本格

田 万莉子

CS
ll 宇

田

裕

園 〔
11- 3
11- 0 〕川

庫・園

2

園

子

・千

0宮  崎 真由美

GS
12 〔

11- 2
11- 1 〕 元

島

枝

徳 東

重  村   泉   2
桜 が 丘広  島・広

亮  子

CS
13 香 〔 〕 井

田

安

秋
美由紀
能  代

森 2

西

織

茨 城・土 浦 第
CS
14 大 塚 カロ 奈

葉 〔 〕
岡

良

南

奈
希 佐
査良市立一条

2

千 葉・東

11- 8
11- 8

CS
15 美郁

子

本

女

山

準 〔
11- 7
11- 7 〕 絵

暁

琴本
重

辻

三
一

2

福  岡
CS
16 〔

ヽ
―
―
ノ

直 子
・糸木 南

杉  山  梢   2 0大  城
11- 3
11- 3

<62>

負 選 手 氏 名

1

〕

GS
10

11- 0
11- 1



(福  井・足
千 恵  21
羽   ) ｀

11- 6
11- 5

ヽ

ノ10
守

(岡

田 ロ 屋  仁 美
山・山 陽 女 子  )

儀 間 めぐみ
(沖  縄・読

川  田 弘 美
(山  口・山  口 中  央   ) 谷   )

′

21
ヽ

11- 6
12-10

ヽ

ノ1 0.

0川
(山

西 城 真理子
(宮  城・聖 ウルスラ学院  ) )

崎 美 奈
梨・増 穂 商 業

2〔
3-11
11- 9
12-10
11黒
ノ
(島

山 田 真 希
(神奈川・横浜創英短大女子 ) 東   )

川 真 子
根・大

CS
21 2〔 大

(長(福  井・足
橋 本 泰 恵

羽   )

11- 4
12- 9

ヽ

フ1 0.
園 奈 緒
崎・鶴鳴学園長崎女子 )

CS
22 2〔 斉

(山

倉 満 麗 華

(大 分・昭 和 女 子  ) 南   )

11- 4
12-11

ヽ

ノ10,
藤 美 穂
形・新  庄

CS
23

ヽ
|

11 ,κ
ノ
(茨(愛  知・愛

川

知

島 亜紀子
淑 徳  )

2〔
6-11
11- 6
12-11

井 めぐみ
城・常 総 学 院  )

CS
24

′

21、

11- 4
11- 0高 井 裕 美

(佐 賀・佐 賀 女 子  )
0 ノヽ

(兵

ヽ

リ 島 晴 菜
庫・夙 り|1 学 院  )

CS
25 杏  奈  21

東   ) ｀

11- 8
11- 1

ヽ

ノ10.
清

(長

水 恵美子
野。長 野 商 業  )

味

(徳  島・城

)

籾 木 美 保

(宮 崎・宮 崎 日 本 大 学 )

′

2 1
t

11- 6
11- 8

ヽ

ノ1 0.
岩

(広

田 絵 吏
島・鈴 峯 女 子

GS
27

)

三 浦 はぎ野
(京  都・西  乙  ]1  )

′

2 1
ヽ

4-11
12-10
11- 3
11横 井 飛 鳥
ノ
(愛 媛・新 居 浜 西

CS
28 11藤

ノ
(群 東   )

11- 1
2-11
11- 5

幡  谷
(富  山。高   岡

好 美  21
西   ) ｀

瀬  めぐ美
馬・前  橋

CS
29 1若

(1氷 =
西 」

前 野 聡 子 2

(鹿 児島・鹿 児 島 女 子  )

11- 1
11- 1

ヽ

り0〔 松  沙希子
田・能  代

CS
30 荒 木 亜矢子
(熊  本・九 州 女 学 院  )

′

21、

11- 4
11- 4

ヽ

ノ10
谷  茂 実

(栃  木・真 岡 女 子  )
CS
31 亀 井 春 菜

(奈  良・添     上  )

′

21、

11- 0
11- 0

ヽ

ノ10
1藤 原 優 子

(岩 _毛・盛__岡 )」ヒ

GS
32

11- 3
11- 5
′

21.竹 本  由 弥
(青 森・千 葉 学 園  )

0朝 稲 晶 子
_(■塁型二型___〕 賀 2

CS
33 山 中 彩 路

(高  知・清  和 女 子 _」
1青

(警 _

山 愛 子
岡・菫_岡 _城 _」ヒ__D

′

2t
11- 5
11- 7

｀

10
ノ

CS
34 黒 川 真 緒 2

(東  京。日本橋女学館   ) )
〔
11- 6
7-11
12-10 〕1(l書・新言鷹撃青陵
<63>

CS
17

GS
18

CS
19

′11-2、
2111-31
t      リ

CS
20

岡

CS
26



試合

番 号

口女子単 第 2

ス コ ア

戦

名県 名・学
負 選 手 氏 名

県 校

勝 選 手 氏 名
校  名 ・学

CS
35 閣

岡

敏

西 〔
11- 1

11- 0 〕 畑

知

茶

高

2 香椰

富 山・高
由

和 女 子
CS
36 寺 本 悦 子
宮 城・聖 ウルスラ学院 〔

ヽ

リ田 畠 しのぶ鹿児島・鹿 児 島 女 子

2 0

11- 4
11- 9

GS
37 〔

11- 3
11- 0 〕 村

都

木

京
加 代 子

西   乙栄 Ｈ
「”

埼  玉・埼   玉
GS
38 赤

大  分・昭 和
美  代
子

′

ヽ

11- 0
11- 2

ヽ

ノ

三 好  紗也香
山  口・山  口 中

2尾

GS
39 田 村 恵 里

二 川・金 沢 向 陽 〔
11- 4
11- 2

ヽ
―
―
リ

野

取

由希江2 0 日

CS
40 永  子

園 〔
11- 2
11- 6 〕 広  子

・旭  川
2

業大 阪。四 條 1ヒ 1ヒ i毎

速  水 0石  黒

CS
41 紀美

業

橋

工

高

沢 〔
4-11
11- 4
11- 7 〕 満

・佐
子

賀  女 子
2 祝

佐山 形・米
GS
42 米

松
佳 代
業

′

t

11- 4
5-11'
11- 5

伏 屋 朱 美
岐 阜・県立岐阜商業

2

香  川・高
田

CS
43 〔

11- 6
11- 9 〕 合 友 麻

知。愛 知 淑
0佐

子

松 本 明 子 2

熊  本・熊本
CS
44 里映

陵

山

青

媚

潟 〔
11-
8-1
11-

ヽ

―
―
ノ

４

１

６

子

田

裕

―日

Л
庫

宇

兵

2

園新  潟

広

村

島

重

広崎・鶴 桜 が 丘

泉

子

尾 上 紀 子 2

上
滋 賀・滋 賀

絵  美
子

森  香
茨 城・土

2 0 織田

浦 第 二
GS
47 出  口 文  乃

志 〔
12- 9
9-12
12-10 〕

大

千

カロ 奈
・東

2 塚

福  島
CS
48 山
福 岡・精 華

郁  美
子 〔

11- 4
11- 5 〕元 木南北海道・

2 0 瞳

幌 静 修

本

CS
49 山

宮  南

′

t

11- 2
11- 3 〕 子

・居

明

新

藤

媛

0近1肖    2
栃  木・宇

杉

浜  西
CS
50 千

羽
美  沙
・西   乙井

田  ロ 0中  井

<64>

岩  脇   史  2

)

GS
45

′11-6、

tll~1リ
GS
46

rll-2、
t12- 9リ

′12-9、
意 2111-41
、   ヽ      ノ

宙1    〕



11- 2
11- 2 0川

(山

勝 嶋 梨 絵 2

(滋  賀・延暦寺学園比叡山 ) 〔 〕
田 弘 美
口・山 口 中 央 )

GS
52

11- 5
11- 7西 城 真理子 2

(宮  城・聖 ウルスラ学院  ) 〔
ヽ

ン10
1沼  田 真奈美
(南 北海道・札 幌 静 修 )

CS
53

11- 5
11- 4

ヽ

フ10
飯 田

(二  重・松
.山  田 真 希
(神 奈川・横浜創英短大女子  )

′

有  紀.21
阪   ) ｀

CS
54

11-8
11- 7〔

ヽ

リ小比賀 友 香 2
(香 川・高 松 商 業  ) 羽   )

0橋 本 泰 恵
(福  井・足

GS
55

′

21、

.

11- 4
11- 6

ヽ

ノ10
倉

(大 )(京  都・西
西 村 二 月
乙  ヨ||  )

満 麗 華
分。昭 和 女 子

CS
56

′

t

ヽ

リ
11- 1

11- 2 0松
(鳥

島 亜紀子 2
淑 徳  )

本  恵
取・倉 吉 工 業  )

川

知(愛  知・愛
GS
57

1 、
・  ヽ
6 11平
9ノ (千 )

泉 奈 美
葉・西 武 台 千 葉

高 井 裕 美

(佐 賀・佐 賀 女 子  )

′

2t
5-1
11-
12-

CS
58

東   )
張

(福  島・尚
味 岡 杏 奈

(徳  島・城
薇 薇 21
志  ) ｀

11- 0
11- 0

ヽ

_り

0

CS
59 〔 〕久 家  あす加 2
(埼 玉・埼 玉 栄 )

0籾
(官

木 美 保
崎・宮 崎 日 本 大 学 )

11- 1

11- 1

CS
60 〔三 浦  はぎ野 2
(京  都 。西  乙  11  )

'森  鶴 子
(岐___阜■界重壺堕三重業

11- 8
11- 5

ヽ

:10
)

GS
61 〔安 城 美 華 2

(大 阪・四 天 王 寺  )
1幡

(富

谷 好 美
山・高  岡

11- 3
11- 7

ヽ

ノ10
西   )

CS
62 塩 崎 沙 織 2

(北北海道・旭 り|1 実 業 )

11- 1
11- 0

ヽ

.り

01前 野 聡 子
(鹿児 島・鹿 児 島 女 子 )

CS
63 荒

(熊

田 井 美 幸

(石 川・金 沢 向 陽  )

′

21、

11- 1

12-10
ヽ

ン1 0.
木 亜矢子
本・九 州 女 学 院 )

CS
64 〕0谷

(岡(奈  良・添

′

重
菜
)2t

11- 6
11- 6亀 井 口 貴 美

山・山 陽 女 子 )

GS
65

11- 4
11- 12〔 〕0山

(高

中 彩  路
知・清 和 女 子  )

竹  本  由 弥
(青 森・千 葉 学 園  )

GS
66 1黒

(東

川 真 緒
京。日本橋女学館 )

森  かお り 2
(福  岡・九州国際大学付属 )

11- 5
11- 3

ヽ

フ10〔

く65>

CS
51

〔



試合

番 号

女子 単 第 3 ロ 戦

勝 選 手 氏 名

校  名
ス コア 負 選 手 氏 名

県 名・学  校県 名・学 名
CS
67 閣

岡

敏

西

郷 2〔
11- 3
11- 3 〕0 寺 本 悦 子宮 城・聖ウルスラ学院山。高

GS
68 岩  脇   史   2

′

t

11- 7
11- 3

ヽ

10
ノ
赤 尾 美 代

大 分・昭 和 女 子埼  玉・埼   玉  栄

田 村 恵 里
F川 ・金 沢 向 陽

′

2t
11- 6
11- 7 〕, 速 水 永 子大 阪。四 條 畷 学 園

米

松

田 佳 代 2〔
11- 8
11- 0 〕3 高 橋 美 紀山 形・米 沢 ェ香  川・高 業

松 本 明
熊 本・熊本中央女子

子  2 〔
11- 7
11- 5 〕0 媚 山 映 里新 潟・新 潟 青 陵

GS
72 上 田 絵 美

女 子

′

21、

11- 2
11- 6

ヽ

り0 尾  上
長  崎 。

紀  子
滋 賀・滋 鳴学園長崎 子

CS
73 山 本 部 美
福 岡・精 華 女 子

′

21、

11- 9
11- 0

ヽ

ノ10.
出  口 文  乃
福  島・尚 志

GS
74 杉 山  楠

`菫
__左■
=_」
L_:菫  冑

′

211
｀
1

4-11
1- 8
1- 8

ヽ
[

11田  口 千 恵
ノ
【墨 井・足) 羽   )

CS
75 勝
滋 賀・延暦寺

嶋 梨 絵 2〔
11- 5
11-12
11- 7

ヽ

り1 西 城 真理子宮 城・聖ウルスラ比 山

CS
76 小比賀 友 香 2〔

6-11
12-11
11- 8

ヽ

り1 飯 田 .有  紀
・松香  川・高 松 阪

CS
77 川

`L_コ
ニ■_ユ

島 亜紀子
基_重___〕

′

2 
ヒ

6-11
11- 8
11- 2

ヽ
[

11西
ノ
__」2E

村 五 月
都・西  乙 11    )

GS
78 張 薇

志

薇

′

2ヒ
11- 5
11- 0

ヽ

り, 高 井 裕佐 賀・佐
美

福  島・尚 子

GS
79 久 家 あす加 2
二重二 三二重___二__栄_) 〔

11- 1

11- 3 〕0三
二京

浦 lま ぎ野

都・西  乙 田1    )
GS
80 塩 崎 沙 織 2

二上」堕 道二担:型⊥_実 業 )
〔
8-11
11- 2
11- 7

ヽ
l

ll安
ノ
_」大
城 美 華
阪・四 天 王 寺  〕

CS
81 田 井 美 幸
石 川 。金 沢 向 陽

′

2 
ヒ

11-
9-1
11-

7、
2 11
5ノ
亀 井 春 菜
奈 良・添 上

CS
82 森   かお り 2 〔

11- 2
11- 5 〕 由 弥

。三 _基1学 園岡・九 州 大 属

0竹 本
)

CS
69

CS
70

CS
71

)

ヽ

賀 女 )

`青

<66>



試合

番号

女子単 第 4 ロ 戦
勝 選 手 氏 名
校  名  )

ス コア 負 選 手 氏 名

(県  名 。学  校(県  名・学 名   〕
CS
83 閥  敏 郷 21

□____亘___D___L

11- 6
12-10 〕0岩

(埼

脇

玉・埼

史

(富  山・高 玉 栄 )

CS
84 田 村 忘 里

(石 川・金 塁 _虹 _壁二__)

′11-3、
21 5-11 11,K
_____1::」:_1:_::::____」 :1____:`:_____【 ::::::_

田 佳 代
川・菫_埜 _菫_た_)

CS
85 松 本 明 子 2

(熊  本・熊本中央女子   ) 〔
12- 9
11- 6

ヽ
1

10上
ノ
(滋

田 絵 美
賀・滋 賀 女 子 )

CS
86 山 本 郁 美

(福  岡・精 華 女 子  )

′

2t
11- 7
11- 2 〕0杉

(栃

山  梢
木・宇 都 宮 南 )

CS
87 勝 嶋 梨 絵

(滋  賀・延暦寺生 園比叡 LL_)

′

21、

11- 7
11- 2 〕0小比賀 友 香

三査 _■L五_松 _商 _業 )

CS
88 張 薇 薇  21

志   ) ｀

11-0
11- 7 〕0川

(愛

島 亜紀子
知・愛 知 淑 徳  )(福  島・尚

CS
89 久 家 あす加
(埼 玉・埼 玉 栄 )

′

21、

.

11- 8
11- 4

ヽ

り°塩 崎 沙
(北 北海道・旭

繊

川 実 業 )

森  かお り
(福  岡・九州国際大学付属 )

′

21、

11- 5
11- 4

ヽ

ノ10
1 田

(:子F

井 美 幸
川・金 沢 向 陽 )

試合

番号

女子単 準々決勝

勝 選 手 氏 名

校  名  )
負 選 手

(県  名・学
氏 名

(県  名 。学 校  名  )
CS
91 閥  敏 郷  21

岡   西   ) ｀

11-6
11- 8 〕0田

(石

村 恵 里
川・金 沢_コ_阻__D(富  山・高

CS
92 山 本 部 美

(福 岡・精 華 女 子  )

′

21
ヽ

11- 3
7-11
11- 8
11松
ノ
(熊

本 明 子
本・熊本中央女子 )

CS
93 張 薇 薇 21

志   ) ｀

11- 3
11- 2

ヽ

り0
1勝

(滋

嶋 梨 絵
賀・延暦寺学園比叡山 )(福  島・尚

CS
94 森   かお り 2
(福  岡・九州国際大学付属 ) 〔

11- 5
11- 3 家 あす加

工・埼  玉 栄   )

ヽ

ノ1 0.
久

(埼
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女子単 準 決 勝
GS95

間 敏郷

(富 山・高岡西 )

0 山本 郁美

(福岡・精華女子)

GS96

張 薇薇

(福 島・ 尚志 )

1 森  かお り

(福 岡  ・ 川 鵬 潮 1)

5-ll
12-9
11-3

2

第 1ゲ ームロ、立ち上がりから間が主導権を握
り、速いフツトワークととシャトルヘの速いタッ
チで、正確に ドリプンクリア、カットを配球 し、
前半 7-0と リー ドをひろげた。山本も間の ドリ
プンクリアに押され、自分のベースを掘み切れず
ミスも多 く終始防戦一方になる。唯一間のミスに
よって 2点 を取るのが精一杯で、スピー ドとパヮ
ーに勝る間が 1ゲームを制 した。
2ゲームロ、山本は焦 りから力が入り、ミスの
連続となり、間の多彩な攻撃とネット際の差が出
て、サープ権を取るのが精一杯であった。 ミスの
多い山本に対 し、間は攻撃の手を緩めず、 11-
0と 良いところばかりが目立つゲーム展開となり
楽に決勝進出を決めた。

第 1ゲームは、森が粘り強いブレーを発揮 し、
クリア、 ドロップを各コーナーヘ配球し、試合を
進めた。 5-5か ら張のミスが目立ち、森が 6点
を連取 してこのゲームを取った。
第 2ゲームに入って森の粘 り強いプレーが続き
6-0と 張は大きくリー ドされた。お互い 1点 を
取るのにラリーが続 く。張はフットヮークと速い
タッチで連続 6点 を取る。 9オ ールとなり、互い
に一歩も譲らずサービスオーバーが続いたが、 1
2-9で 張がこのゲームを取った。
第 3ゲームに入 り、森も粘り強いプレーで試合
を続けるが、徐々に張が自分のベースを担み、ク
リア、 ドロップ、ヘアピンを各コーナーに配し、
11-3で 勝利 した。

女子単

GS97 間 敏郷

(富山・高岡西)

張 薇薇

(福島・ 尚志 )

昨年度優勝の第 1シ ー ド間と、 2年振りに決勝進出を果たした張の、中国人留学生同士の対戦と
なった。
間のサービスから第 1ゲームが始まり、お互いに固さの見えた序盤はミスの目立つ展開でゲーム
は流れた。 3-1と 間がリー ドしたが、張がカットを主体にネット前からの素速いクロスロプで逆
襲 し、 3-3と する。さらに張はカットをストレート、クロスに、また球足にも変化を持たせて間
を崩そうとするが、サービスオーバーとするのが精一杯という展開になり、間に速いラリーをつな
がれ出し、次第に張の動きが悪 くなり、無理な体勢からのカットのミスが目立ってきた。サービス
オーパーを繰 り返すが、 10-3と なり、ゲームポイントもクロスヘのカットをネットにかけ、第
1ゲームを間が先取 した。
第 2ゲーム序盤、張は0-1か ら積極的な仕掛けをし、ショー トサービスからラリーを展開させ
たりしたが、 1-2と なった時点から、間がシャトルをコー ト奥に集め出し疲れの見えている張に
対 して、完全にゲームの主導権を握ってしまった。張が諦めずに繰 り出す攻撃的なカットも、間が
うま〈オープンスペースヘ リターンし、ネットインなどもあり、張は2-2か ら 1ポ イントも奪え
ずに、 2-10と なる。マッチポイントをコールされた後のラリーでも間は積極的にスマッシュを
打 って、張につながれるとミスを誘い出すように今度はハイクリアでの配球をし、ついには張をく
だ し、 2年連続 2度 目の優勝を飾った。
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平成 9年度全国高等学校総合体育大会

第48
高松宮・高松宮妃賜杯
全国高等学校バ ドミントン選手権大会
ラ ン キ ン グ

ロ

ランク 男    子 女    子

学 校 対 抗

埼玉県立上尾高等学校 (埼玉県) 埼玉栄高等学校 (埼玉県)

熊本県立人代東高等学校 (熊本県) 九州国際大学付属高等学校 (福岡県)

金沢市立工業高等学校 (石川県 ) 熊本中央女子高等学校 (熊本県)

大阪学芸高等学校 (大阪府 ) 昭和女子高等学校 (大分県)

に
０ 香川県立高松商業高等学校 (香川県) 京都府立西乙訓高等学校 (京都府 )

京都府立西乙訓高等学校 (京都府) 石川県立金沢向陽高等学校 (石川県)

札幌第一高等学校 (南北海道 ) 旭川実業高等学校 (北北海道 )

常総学院高等学校 (茨城県) 鶴鳴学園長崎女子高等学校 (長崎県)

個 人 ダ ブ ル ス

1
坂本 修―・小島 構造
(常総学院   茨墟墨)

田井 美幸・舛田  恵
(石川県立金沢向陽 石川県)

中西 洋介・鎌田 和樹
(埼玉県立上尾  埼玉■)

久家あす加・大熊 倫子
(埼玉栄      埼玉県)

3
春名  悟・鎌田 志門
(京都府立西乙訓__京都堕L_

石黒 広子・山重 直美
(旭川実業    北北海道〕

二瓶  良 。大東
(熊本県立人生墓__

真也
熊本県)

西城真理子・貴田  愛
(聖ウルスラ学院 重塾型9

5
田中  肇・今市  彰
(高岡第一     富理墨l

張

(尚志
薇薇・出口 文乃

福島県)

′′

松下 文雅・永谷

(大阪学芸
和也
大阪喧l

森 かおり・中内 景子
(九州国際大学付属 福岡県)

′′

久保 直輝 。小比賀昭仁
(香川県立高松商業 _査り[Ш互

福永 麻美・安城
(四天王寺

美華
大阪府)

′′

植田 一基・前原 亮裕
(香川県立高松商業 香り|」登

中井 美沙・三浦はぎ野

(京都府立西乙訓  京都府)
個 人 シ ン グ ル ス

中西 洋介 (埼玉県立上尾  埼玉県) 閻  :敗郁 (富山県立高岡西  富山県)
，

一 坂本 修― (常総学院 茨城県) 福島県)

ｎ

） 山本 郁美 (精華女子 福岡県)

久保 直輝 (香川県立高松商業 香川県) 森 かおり (九州国際大学付属 福岡県)
″
０ 大東 真也 (熊本県立八代東  熊本県) 田村 恵里 (石川県立金沢向陽 石川県)

春名  悟 (京都府立西乙部1  京都府) 勝嶋 梨絵 (延暦寺学園比叡山 滋賀県)

小島 祐造 (常総学院 茨城県) 松本  明子 (熊本中央女子   熊本県)

′′ 瓶  良 (熊本県立人代東  熊本県) 久家あす加 (埼玉栄 埼玉県)

<69>

2

′′

張  薇薇 (尚志

古川 裕輔 (京都府立洛水   京都府)



平成9年度全国高等学校総合体育大会を顧みて

「風にのれ 君の声援 君の汗」の大会スローガンのもとに開催 されました
「平成 9年度全国高等学校総合体育大会 高松宮・高松宮妃賜杯第 48回 全国
高等学校パ ドミン トン選手権大会」は、長い歴史と豊かな自然に恵まれた長岡

京市において、平成 9年 8月 1日 か ら 6日 まで、西山公園体育館を主会場とし、

京都府立乙訓高等学校、西乙訓高等学校及び長岡京市立長岡中学校、長岡第二

中学校、長岡第四中学校の各体育館で開催され、各会場とも高校生 らしい若 さ

あふれるプ レーを展開 し、 8月 6日 に無事閉会式を終 了することができました。

大会の開催 にあた り、京都府実行委員会、長岡京市実行委員会をはじめ、関

係機関・ 団体の多大なご支援、ご協力、ご指導をいただ くとともに、公私 とも

にご多忙の中、大会運営に携わっていただいた府外・府内役員並びに地元の競

技団体や教職員の方々をはじめ、一人一役として生徒諸君がそれぞれの持ち場

で献身的な取 り組みがあったか らこその成果であり、心よ り深 く感謝申し上げ

ます。厚 くお礼申し上げます。

大会期間中は、京都独特の蒸 し暑さと、折 りか らの激 しい雨の中、悪コンディ

ションにもめげず、高校生 らしくコー ト狭 しと躍動する選手の姿が、会場を訪

れたたくさんの観客にすば らしい感動 を与えてくれました。

また、地元京都代表の選手が団体戦男女 ともベス ト8に 入賞、最終 日の個人

戦においても男女 シングルス・ダブルスとも登場 し見事 3位入賞 とな り、競技
力の面か らも、大会の盛 り上が りか らも京都にとってすばらしい大会 とな りま

した。

私たちもこの感動を大切にし、教育活動の一環 として高等学校のスポーツが

よ リー層発展することを願ってお ります。また、その中からオリンピックや世

界選手権、 トマス杯・ ユーバー杯で活躍 してくれる選手が輩出してくれること
を心よ り願ってお ります。

最後 にな りましたが、平成 10年度に 「輝 こう 今 この時を 君たちと」の
スローガンのもと、高松市で行なわれます 「四国 '98総 体」のご成功をお祈
り申し上げます とともに、全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部のますま

すの発展 と関係各位のご健勝をお祈 り申し上げ、大会の報告 とさせていただき

ます。

京都府高等学校体育連盟

バ ドミン トン専門部

委員長  高 橋 清 治
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